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　「りんごは自分の子どものような存在。毎年
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の喜びを確かめるように、赤く実ったりんごを
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この季節を迎えるのが嬉しい」と髙橋さん。そ
の喜びを確かめるように、赤く実ったりんごを
ひとつひとつ丁寧に収穫していました。

11 No.73
2010

月上旬、町内でりんごの収穫が始まり月上旬、町内でりんごの収穫が始まり

実
り
の
秋



自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
よ
う

助
け
合
い
で
地
域
を
守
る

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
が
同
時
に
多
発
し
、
一

時
的
に
消
防
な
ど
の
公
共
機
関
の
対
応
能
力
を
超
え
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
で
は
、
地
域
住
民
の
連
携
に
よ
る
防
災
活
動
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
〝
自
主
防
災
組
織
〞
の
設
立
と
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
は
自
分
自
身
を
守
る

「
自
助
」
、
隣
近
所
の
連
携
で
助
け
合
う

「
共
助
」
、
消
防
な
ど
の
公
共
機
関
に
よ
る

救
助
・
救
援
な
ど
の
「
公
助
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
最
大
限
に
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
町
で
は
、
こ
の
「
共
助
」
に
あ
た
る

自
主
防
災
組
織
を
行
政
区
単
位
で
設
立
し
て

も
ら
お
う
と
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
た
び
大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
被
害
の

拡
大
を
防
ぐ
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

建
物
の
倒
壊
や
火
災
が
同
時
に
多
発
し
て
一

時
的
に
消
防
な
ど
の
公
共
機
関
の
対
応
能
力

を
超
え
て
し
ま
う
こ
と
や
、
道
路
が
寸
断
さ

れ
て
救
急
車
両
の
到
着
が
大
幅
に
遅
れ
る
事

態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

は
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
隣
近
所
の
人

た
ち
が
集
ま
り
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
初

期
消
火
、
避
難
誘
導
、
救
出
・
救
護
と
い
っ
た

大

■消防署員からAEDを使った救急救命講習を受ける琴平自主防災組織の皆さん

安全・安心
プロジェクト

　

現
在
、
美
郷
町
に
は
消
防
団
の
分
団
が
14

あ
り
、
４
１
３
人
の
団
員
が
い
ま
す
。
消
防

団
の
皆
さ
ん
は
日
ご
ろ
か
ら
厳
し
い
訓
練
を

行
い
、
万
一
に
備
え
た
組
織
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
な
ぜ
自
主
防

災
組
織
が
必
要
な
の
か
と
、
疑
問
を
持
つ
人

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
７
年
１
月
に
発
生

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
死
者
６
千
人
を
超
え
る
悲
劇
を
も
た

ら
し
た
大
災
害
で
し
た
。

　

こ
の
震
災
で
は
建
物
の
倒
壊
に
よ
り
約
15

万
人
が
生
き
埋
め
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
約
６
割
の
人
が
家
族
や
友
人
、
隣
人
な
ど

の
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
ま
し
た

（
下
記
表
参
照
）
。
さ
ら
に
、
地
域
の
人
々

が
協
力
し
合
っ
て
、
初
期
消
火
や
被
災
者
の

誘
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
消
防
な
ど
の
公
共
機
関
か

ら
の
援
助
が
す
ぐ
に
及
ば
な
い
大
災
害
で
は
、

い
っ
そ
う
地
域
の
防
災
活
動
の
役
割
は
大
き
く

な
り
ま
す
。

活
動
に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

自
主
防
災
の
き
っ
か
け
は

阪
神
・
淡
路
大
震
災

（社）日本火災学会「兵庫県南部地震における火災に関する調査報告」

　平成７年１月に起きた阪神・淡路大震災では、
救出された被災者の約６割が、家族または友人
や隣人などから救出されています。災害時には
地域の力が大きな支えになります。

阪神・淡路大震災
地域の力でたくさんの命が
救われています

0 10

自力で

家族に

友人や隣人に

通行人に
救助隊に

その他

34.9

31.9

28.1

2.6

1.7

0.9

20 30 40
（％）
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自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
住
民
が
組
織

結
成
に
合
意
し
、
自
主
防
災
組
織
の
規
約
や

構
成
員
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
で
成
立
し
ま

す
。
設
立
に
は
許
可
申
請
な
ど
の
手
続
き
は

不
要
で
す
が
、
災
害
時
に
は
町
や
消
防
機
関

と
の
連
携
が
必
要
な
た
め
、
町
に
組
織
の
結

成
を
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
（
届
出
）
が
必
要

で
す
。
設
立
ま
で
の
流
れ
や
、
規
約
、
名
簿

等
の
作
成
方
法
は
町
住
民
生
活
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
届
出
書
や
書
類
の
記

入
例
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ひ
と
た
び
大
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
地
域
の
力
を
総
動
員
し
て
立
ち
向

か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
年
寄
り
や
障
が

い
の
あ
る
方
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
災
害
時
要
援
護
者
の
緊
急
避
難
に
は
、

地
域
の
民
生
委
員
や
福
祉
団
体
な
ど
と
の
連

絡
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
救
出
・
援
護

の
た
め
に
は
地
元
消
防
団
、
事
業
所
な
ど
と

の
連
携
が
大
変
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
地
域
の
力

を
最
大
限
に
活
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
組
織
の
活
動
範
囲
を
防
災
だ
け
に
限

定
せ
ず
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
土
台
と
す
る
こ
と
は
、
失
わ

れ
が
ち
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に

も
役
割
を
果
た
す
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
美
郷
町
内
に
は
1
1
6
の
行
政
区

が
あ
り
ま
す
。
８
月
15
日
現
在
、
こ
の
う
ち

95
の
行
政
区
が
自
主
防
災
組
織
を
設
立
（
組

織
数
は
97
）
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
た
行
政
区
で
は
、

連
絡
網
の
整
備
や
災
害
時
要
援
護
者
の
確
認

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
避

難
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
、
災
害
時

の
活
動
に
備
え
て
い
る
組
織
も
あ
り
ま
す
。

　

10
月
15
日
現
在
、
55
の
組
織
で
自
主
防
災

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
主
防
災

組
織
を
設
立
し
た
行
政
区
の
約
６
割
に
あ
た

り
ま
す
。
各
行
政
区
に
お
け
る
防
災
訓
練
の

様
子
は
次
の
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

町
内
の
組
織
率
は
82
％

災
害
時
に
問
わ
れ
る

地
域
の
力

　平成23年５月31日までの設置義務化に伴い、住宅用火災警
報器の購入費の一部を助成しています。助成金額は1世帯あた
り購入金額の２分の１で、上限は5,000円です。交付基準、手
続き方法は広報美郷９月号８ページをご覧いただくか、下記ま
でお問い合わせください。
問●住民生活課　環境安全班　☎0187-84-4903

住宅用火災警報器設置支援事業

　大規模な地震が発生したときの被害を最小限におさえるた
め、木造住宅の耐震診断および耐震改修にかかる経費を助成
しています。
対　象●昭和56年5月31日以前に建築され、自ら居住してい
　　　　る木造住宅
助成額●耐震診断　上限５万円
　　　　耐震改修　上限60万円
問●建設課　建設管理班　☎0187-84-4910

一般住宅耐震改修促進事業

「防災行政無線　今何言った？」確認したいときは

電話していただければ、放送内容を聞くことができます。
☎0187-85-3981または☎0187-85-3982に

　現在、美郷町内では95の行政区が自主防災組織を設立して
います。自主防災組織を設立した行政区では、連絡網の整備
や災害時要援護者の確認などの活動を行っています。また、
避難訓練や炊き出し訓練を行うなど、災害時の活動に備えて
いる組織もあります。組織の設立を考えている行政区は、難
しく考えず、まずは町住民生活課にご相談ください。

自主防災組織をつくるには

問●町住民生活課　環境安全班　☎0187-84-4903

自主防災の必要性などを、行政区、地元
消防団などで話し合い、設立の合意をとる
自主防災組織の規約や構成員名簿を作成
する
規約、名簿、自主防災組織届出書を町住
民生活課に提出する

1
2
3

自
主
防
災
組
織

設
立
ま
で
の
手
順

暮らしの安全・
安心を守るため
暮らしの安全・
安心を守るため

安全安心プロジェクトでは暮らしの安全・安心を
守るため次のような事業を行っています。

　ケースの中に氏名、住所、持病やか
かりつけの病院などを記入した用紙を
入れて冷蔵庫で保管します。万一の救
護の際、必要な情報を的確に救急隊に
伝えることができるため、迅速で効果
的な処置につながります。ひとり暮ら
しの高齢者世帯などを対象に配布して
います。

要援護者支援事業
（緊急情報キット　みさと安心パック）

　平成20年度から平成23年度までの間
に放送子局114局を設置し、 緊急時の即
時情報伝達に努めます。 緊急地震速報な
ど「全国瞬時警報システム（Ｊ-ALERT）」
にも対応し、 防災行政無線で自動的に放
送されるようになっています。

防災行政無線整備事業

3 広報美郷 平成22年11月



※１　災害時要援護者　ひとり暮らしの高齢者や障がい者、乳幼児な ど、
　災害発生時や緊急時に一人ですぐに避難するのが困難で、周囲の支援を
　必要とする方のこと。

各組織で様々な訓練が行われています。

自主防災訓練自主防災訓練

　約60名が参加し、 避難訓練や炊き出し訓
練、南分署職員の指導による消火訓練や応
急タンカによる救助訓練が行われました。

上深井自主防災組織

　約30名が参加し、 地元消防団や東分署職
員の指導による消火栓の取り扱い訓練や
アルファー米※２を使った炊き出し訓練を
行いました。

湯竹自治会自主防災組織

　約40名が参加し、 地元消防団員の指導に
よるポンプ放水や薪で火をおこして炊き
出し訓練を行いました。

旭町自主防災組織

　約30名が参加し、 南分署職員の指導によ
る消火訓練やAEDを使った救命講習を行
いました。

琴平自主防災組織

　約80名が参加し、 南分署職員の指導によ
る消火訓練やバケツリレー、 炊き出し訓練
を行いました。 バケツリレーと炊き出し訓
練には、 防災協議のため来町していた東京
都大田区六郷地区の消防団員も参加しま
した。

宝門町町内会自主防災組織

　約20名が参加し、自助訓練やバケツリレ
ーなどを行いました。自助訓練では、図面を
広げて避難場所や危険箇所の確認を行い
ました。

米ノ口防災会
　約30名が参加し、地元消防団の指導に
より、消火器や消防ホースの取り扱い方
の訓練などを行いました。

善知鳥行政区自主防災組織

　約30名が参加し、消火器による消火訓
練やアルファー米を使った炊き出し訓
練を行いました。

作山自主防災組織

　約70名が参加し、 地元消防団や南分署職
員の指導による消火訓練や災害用移動炊
飯器（町の貸出）を使った炊き出し訓練を行
いました。

西高方町町内会自主防災組織

7 8

9

5 6

3

1

1

2

3

4

5

6

7 8

9

2

4

まき

※２　アルファー米　米飯を炊いた後に乾燥
　させたもので、お湯を入れて15分程度で柔
　らかいご飯が出来上がる。
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県
が
行
っ
た
自
主
防
災
組
織
実
態
調
査

（
県
内
の
1
3
7
8
組
織
を
対
象
）
に
よ

る
と
、
自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
た
と
き

に
「
工
夫
し
た
こ
と
」
と
し
て
、
地
域
で

防
災
に
関
す
る
研
修
会
や
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
住
民
の
理
解
を
深
め
た
と
い

う
組
織
が
全
体
の
26
・
7
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を

行
う
場
合
に
「
活
動
費
が
足
り
な
い
」
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化

と
防
災
意
識
の
高
揚
お
よ
び
円
滑
な
協
力

体
制
を
つ
く
る
た
め
、
災
害
時
要
援
護
者

の
支
援
や
緊
急
連
絡
網
図
の
作
成
、
防
災

訓
練
等
を
行
っ
た
組
織
に
活
動
費
の
一
部

と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の

活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め

　

「
琴
平
自
主
防
災
組
織
は
平
成
21
年
に

設
立
し
ま
し
た
。
琴
平
行
政
区
（
以
下
、
町

内
）
で
は
行
政
協
力
員
等
の
役
割
を
年
番

制
で
決
め
て
お
り
、
年
番
長
と
し
て
今
年

は
私
が
組
織
の
代
表
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
61
戸
の
世
帯

を
10
の
組
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
の
メ

ン
バ
ー
が
１
年
交
代
で
年
番
を
務
め
ま
す
。

　

自
主
防
災
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
あ
た

っ
て
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
年
番
が
実
際
に

防
災
の
知
識
や
体
験
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
行
政
の
助
言
を
も
と
に
、
６

月
初
め
由
利
本
荘
市
に
あ
る
防
災
セ
ン
タ

ー
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
火
災
や
地

震
、
津
波
な
ど
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
学
べ
る
施
設
な
ど
が
あ
っ
て
、
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
緊
急
連
絡
網
図
を
作
成
し
た

り
、
災
害
時
要
援
護
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
、
年
番
で
話
し
合
っ
て
決
め
ま

し
た
。
要
援
護
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

昔
か
ら
付
き
合
い
の
深
い
隣
の
家
や
向
か

い
の
家
の
方
か
ら
介
助
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
要
援
護
者
ひ
と
り

に
対
し
て
２
名
の
介
助
者
を
決
め
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
助
け
る
側
、
助
け
ら
れ

る
側
の
了
解
が
必
要
で
す
の
で
、
両
者
へ

実
際
に
会
っ
て
仲
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
組
織
と
し
て
の
体

制
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
９
月
１
日
の
防

災
の
日
に
合
わ
せ
て
消
火
訓
練
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
内
の
集
会

所
に
も
な
っ
て
い
る
琴
平
神
社
で
、
南
分

署
の
消
防
士
の
方
の
指
導
に
よ
り
、
消
火

訓
練
の
ほ
か
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
の
救
急

救
命
講
習
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
は
、
到
底
１
回
で
身

に
つ
く
も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、
防
災
に

つ
い
て
の
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
事
実

で
す
。
今
後
も
様
々
な
訓
練
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

　
　

 

平
自
主
防
災
組
織
の
代
表
を
務
め
る

　
　

 
又
井
健
さ
ん
か
ら
自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み
に
関
す
る
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　GPS機能付きの携帯電話からの通報でも
発信地を特定できる「新発信位置情報通知
システム」の運用が開始されています。こ
れまでは発信位置の特定は目標となる建物
や周囲の情報を元に行っていましたが、こ
のシステムにより、通報を受信してすぐに
発信地の特定ができるようになりました。

　11月７日㈰～13日㈯は秋の火災予防運動
実施期間です。初日にあたる７日㈰には消
防団が参集して出動式を行い、放水訓練を
実施します。また、出動式終了後には消防
車による防火パレードが行われます。
日時●11月７日㈰　午前８時～
場所●金沢東根大畑　大畑橋付近

※一般の携帯電話の場合はGPS機能付きの携帯
　電話に比べて精度が低いため、周囲の建物な
　どの通報が必要です。

GPS機能付き携帯電話
からの通報で、発信位置の
特定が可能に

秋の火災予防運動出動式
観覧・応援ください

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
24.4

6.4

26.7

34.9

9.1

22.5

0

10

20

30

40

■資料
平成22年度自主防災組織実態調査
（秋田県総務部総合防災課）
調査対象：県内1,378自主防災組織（美郷町を含む）
有効票回収枚数：823
※複数回答により合計しても100％になりません。

自主防災組織を設立したときに「工夫したこと」自主防災組織を設立したときに「工夫したこと」
消防団員や消防署員または
ＯＢなど、防災の専門家や
経験者に参加してもらった。
自治会の防災部会など、こ
れまでに防災にかかわって
いる人に兼務してもらった。
地域で防災に関する研修会
や訓練を実施し、住民の理
解を深めた。
行政（市町村）からの助言
や指導をもらった。
その他
無回答

①

②

③

④

⑤
⑥

■琴平自主防災組織代表　又井健さん（琴平）

琴
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まち だ さとる

町田　睿
株式会社北都銀行取締役会長
美郷大使

　

去
る
８
月
25
日
、
松
田
町
長
か
ら
栄
え
あ
る
「
美

郷
大
使
」
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
元
千
屋
村
で
、

こ
の
世
に
生
を
う
け
た
縁
を
多
と
さ
れ
た
と
伺
い
ま

し
た
。
今
か
ら
茫
々
七
十
余
年
前
に
、
共
に
仙
北
郡

出
身
の
父
と
母
が
、
小
学
校
教
員
同
士
で
世
帯
を
持

ち
、
共
働
き
と
い
う
こ
と
で
、
二
人
共
千
屋
小
学
校

に
奉
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
縁
が
始
ま
り
で
す
。
長

男
の
私
が
生
ま
れ
た
の
は
、
そ
の
一
年
後
で
、
お
手

伝
い
の
若
い
娘
さ
ん
に
背
負
わ
れ
た
赤
ん
坊
の
写
真

が
一
枚
残
っ
て
い
ま
す
が
、
千
屋
小
学
校
の
小
使
室

に
よ
く
預
け
ら
れ
て
、
母
の
お
乳
を
ね
だ
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　

昨
年
50
年
振
り
に
秋
田
へ
戻
り
、
生
ま
れ
故
郷
の

千
屋
小
学
校
の
周
辺
を
散
策
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

父
か
ら
聴
い
た
、
坂
本
東
嶽
が
村
の
中
心
部
に
造
営

し
た
杉
並
木
と
松
並
木
の
見
事
な
街
道
筋
を
眺
め
な

が
ら
、
田
園
都
市
構
想
の
夢
の
跡
を
感
慨
深
く
追
想

し
ま
し
た
。

　

日
本
は
今
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
大
国
の
地
位

を
中
国
に
譲
り
渡
し
、
成
熟
し
た
国
家
の
仲
間
に
入

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
加
速
し
、

長
寿
社
会
へ
の
本
格
的
移
行
の
た
め
の
諸
々
の
整
備

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

日
本
が
衰
退
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

物
質
的
豊
か
さ
の
量
の
み
で
、
そ
の
国
の
価
値
や
評

価
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
国
民
の
民
度
や
精
神

の
高
貴
さ
な
ど
、
日
本
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
や
培
っ

て
き
た
文
化
に
誇
る
べ
き
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
多
く
が
米
を
中
心
と
し
た
農
耕
文
化

の
中
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

課
題
は
、
農
業
を
一
次
産
業
と
し
て
耕
す
こ
と
に
終

始
せ
ず
、
加
工
し
て
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
や
、

販
路
を
海
外
も
含
め
拡
げ
て
い
く
こ
と
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
六
次
産
業
化
へ
挑
戦
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ

ら
に
は
、
過
剰
な
競
争
と
喧
騒
に
病
ん
だ
都
会
人
に
、

豊
か
な
自
然
の
恵
み
や
癒
し
の
機
会
を
与
え
る
役
割

を
担
う
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
介
護
事
業
に
挑
戦

す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

米
ど
こ
ろ
美
郷
町
が
、
若
い
町
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
い
よ
い
よ
発
展
さ
れ
ま
す
よ

う
祈
念
し
、
拝
命
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

美
郷
美
郷

    
大
使
大
使

ぼ
う
ぼ
う

と
う
が
く

け
ん
そ
う

■松田町長から委嘱状を受け取る町田さん（写真右）

千屋小学校千屋小学校

松並木松並木

で
は
、
学
識
経
験
者
や
文
化
人
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
で
、
知
名
度
の
高
い
方
々
に
、
町

で
は
、
学
識
経
験
者
や
文
化
人
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
で
、
知
名
度
の
高
い
方
々
に
、
町

の
魅
力
の
発
信
や
ま
ち
づ
く
り
へ

の
魅
力
の
発
信
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
い
た
だ
こ
う
と
〝
美
郷
大
使
〞
を
委
嘱
し
ま

提
言
を
い
た
だ
こ
う
と
〝
美
郷
大
使
〞
を
委
嘱
し
ま

し
た
。
こ
の
た
び
〝
美
郷
大
使
〞
に
就
任
さ
れ
た
３
名
の
方
々
よ
り
就
任
に
際
し
て
の
ご
あ
い
さ

し
た
。
こ
の
た
び
〝
美
郷
大
使
〞
に
就
任
さ
れ
た
３
名
の
方
々
よ
り
就
任
に
際
し
て
の
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
で
は
、
学
識
経
験
者
や
文
化
人
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
で
、
知
名
度
の
高
い
方
々
に
、
町

の
魅
力
の
発
信
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
い
た
だ
こ
う
と
〝
美
郷
大
使
〞
を
委
嘱
し
ま

し
た
。
こ
の
た
び
〝
美
郷
大
使
〞
に
就
任
さ
れ
た
３
名
の
方
々
よ
り
就
任
に
際
し
て
の
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

町

坂本東嶽邸坂本東嶽邸
とうがくとうがく

坂本東嶽邸
とうがく
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さ さ き たけし

し
ば
ら

佐々木  毅
学習院大学法学部　教授
美郷大使

　

こ
の
度
、
美
郷
大
使
に
任
命
さ
れ
、
誠
に
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
自
分
の
生
ま
れ
た
地
域
に
貢
献
す

る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
に
刻
み
込

み
、
微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て
れ
ば
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
昭
和
24
年
４
月
に
千
屋
小
学
校
に
入
学
し

ま
し
た
。
当
時
は
物
資
が
不
足
し
、
生
き
る
の
に

精
一
杯
の
時
代
で
し
た
が
、
満
開
の
桜
の
下
で
の

小
学
校
の
運
動
会
の
記
憶
は
鮮
や
か
に
脳
裏
に
焼

き
付
い
て
お
り
ま
す
。
千
屋
中
学
校
に
入
学
し
た

昭
和
30
年
に
町
村
合
併
で
千
畑
村
が
誕
生
し
ま
し

た
。
当
時
の
千
屋
中
学
校
は
一
学
年
の
生
徒
が
約

２
０
０
名
お
り
、
４
ク
ラ
ス
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

お
り
ま
す
。
中
学
に
な
っ
て
受
験
と
い
う
も
の
が
あ

を
知
り
ま
し
た
が
、
千
屋
中
学
校
で
は
農
作
業
や
ク

ラ
ブ
活
動
を
楽
し
く
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当

時
、
そ
ろ
そ
ろ
日
本
経
済
の
高
度
成
長
が
始
ま
り
、

労
働
力
不
足
時
代
に
な
り
、
農
村
か
ら
都
会
へ
と

沢
山
の
若
者
が
職
を
求
め
て
移
動
し
ま
し
た
。
い

わ
ゆ
る
就
職
列
車
の
時
代
で
す
。
私
は
進
学
す
る

と
い
う
こ
と
で
千
屋
を
離
れ
、
そ
し
て
昭
和
36
年

に
大
学
に
入
り
、
そ
の
後
は
東
京
暮
ら
し
を
し
て

お
り
ま
す
。
父
が
暫
く
千
畑
村
長
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
千
屋
に
は
年
に
数
回
帰
省
し
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
東
大
総
長
に
就
任
し
て
か
ら
、

千
畑
町
や
美
郷
町
で
講
演
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
や
こ
れ
や
の
ご
縁
で
、
今
回
の
任

命
に
な
っ
た
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
千
畑
を
去
っ
て
か
ら
大
き
な
変
化
が
日
本

社
会
に
起
こ
り
ま
し
た
。
余
り
に
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
起
こ
っ
た
た
め
、
ど
う
お
役
に
立
て
る
か
考

え
込
み
ま
す
が
、
確
か
な
こ
と
は
、
中
央
（
東

京
）
か
ら
の
指
示
を
待
っ
て
い
て
も
期
待
外
れ
に

終
わ
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
イ

デ
ア
を
出
す
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
あ
り
、
中

央
は
そ
れ
を
支
援
す
る
役
割
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
東
京
か
ら
見
て
い
る
と
秋
田
県
は
中
央
か

ら
の
指
示
待
ち
の
傾
向
が
強
い
県
の
一
つ
に
見
え

ま
す
が
、
こ
れ
は
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
遠
慮
は
い
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
う

し
た
体
質
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
陸
し
て
下
さ
い
。
全

て
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
と
の

楽
し
い
、
有
意
義
な
対
話
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
す

よ
う
、
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

■松田町長から委嘱状を受け取る佐々木さん（写真右）

町の日記念式典の記念講演
（平成18年11月）

千畑地区田園風景千畑地区田園風景
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お
も
む

せ
い
れ
つ

永田先生と親子でスケッチ
夢講座（平成21年10月）

永田先生と親子でスケッチ
夢講座（平成21年10月）

御台所清水御台所清水

合併５周年記念特別展合併５周年記念特別展
　永田萠の世界～花の国の妖精たち～　永田萠の世界～花の国の妖精たち～

（平成21年10月）（平成21年10月）

合併５周年記念特別展
　永田萠の世界～花の国の妖精たち～

（平成21年10月）

なが た もえ

永田　萠
絵本作家・イラストレーター
美郷大使

　

こ
の
度
、
美
郷
大
使
の
大
役
を
拝
命
し
ま
し
た
こ

と
を
、
と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
た

し
が
美
郷
町
を
最
初
に
訪
問
し
た
の
は
文
化
庁
の

天
然
記
念
物
委
員
会
の
委
員
と
し
て
視
察
に
赴
い

た
時
で
し
た
。
六
郷
の
湧
水
を
順
に
回
っ
て
説
明

を
受
け
た
時
、
清
冽
な
清
水
が
町
の
中
で
こ
ん
こ

ん
と
涌
く
め
ず
ら
し
さ
と
、
自
然
の
恵
み
の
豊
か

さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
っ
と
澄
ん
だ
水
を
手

に
受
け
た
時
の
あ
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
感
触
は
、

今
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
水
辺
近

く
に
咲
く
あ
じ
さ
い
な
ど
の
花
の
大
き
さ
と
色
の
鮮

や
か
さ
で
し
た
。
豊
か
な
大
地
と
ふ
ん
だ
ん
に
涌
く

水
の
恩
恵
を
受
け
る
と
、
同
じ
花
も
こ
ん
な
に
大
輪

で
美
し
い
の
か
と
感
嘆
し
た
の
で
す
。

　

目
を
上
げ
れ
ば
空
の
青
さ
、
見
渡
せ
ば
山
々
に

囲
ま
れ
た
平
野
の
緑
。
美
し
い
郷
と
書
い
て
美
郷
。

ま
さ
に
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
い
町
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
日
の
夜
の
歓
迎
会
で
松

田
町
長
は
じ
め
皆
様
に
お
目
に
か
か
り
、
す
っ
か

り
そ
の
や
さ
し
く
誠
実
な
お
人
柄
に
魅
か
れ
ま
し

た
。
同
行
の
審
議
委
員
の
先
生
が
た
も
口
ぐ
ち
に

「
美
し
い
町
に
良
き
人
、
良
き
酒
、
い
い
所
だ
な

あ
」
と
ご
満
悦
で
し
た
。

　

わ
た
し
は
と
言
え
ば
、
昼
間
ふ
と
見
た
不
思
議
な

写
真
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
て
松
田
町
長
に
お
尋

ね
し
て
み
ま
し
た
。
「
吹
雪
の
中
で
色
と
り
ど
り
の

吹
き
流
し
が
な
び
い
て
い
た
の
で
す
。
あ
の
き
れ
い

な
光
景
は
な
ん
で
す
か
？
」
「
あ
あ
そ
れ
は
、
二
月

に
行
う
竹
打
ち
と
い
う
祭
り
の
様
子
で
す
」
「
わ
ぁ

見
て
み
た
い
」
「
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
「
は
い
。

か
な
ら
ず
」

　

普
通
、
こ
う
い
う
会
話
は
そ
の
場
限
り
の
社
交
辞

令
と
思
う
人
も
多
い
け
れ
ど
、
わ
た
し
は
違
う
の
で

す
。
も
う
一
度
行
こ
う
と
決
め
た
ら
行
く
、
そ
れ
が

わ
た
し
で
す
。
京
都
に
帰
っ
て
か
ら
町
長
に
改
め
て

お
便
り
を
し
、
丁
重
な
お
返
事
も
い
た
だ
き
、
翌
年

念
願
の
雪
の
中
、
竹
打
ち
の
勇
壮
な
お
祭
り
も
見
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
ご
縁
で
そ
の
後
も
四

季
折
々
に
美
郷
町
を
訪
問
し
、
そ
の
つ
ど
町
が
好
き

に
な
り
心
の
通
う
友
人
も
増
え
、
昨
年
は
展
覧
会
を

開
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
る
こ
と
の

多
か
っ
た
わ
た
し
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
微
力
な
が

ら
美
郷
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
お
役
に
立
て
れ

ば
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
ま
た
す
ぐ
に
み
な
さ
ま
に
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
願
い
つ
つ
。

■松田町長から委嘱状を受け取る永田さん（写真左）
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交流促進
プロジェクト

美郷町の観光や町内特産品をPR美郷町の観光や町内特産品をPR
友好都市・東京都大田区で開催された
イベントに参加しました

　10月16日、17日の両日、友好都市東京都大田区の大田区産業プラザPiO
で「おおた商い観光展2010」が開かれ、本町から町内産品を手がける企業
の皆さんが参加しました。この観光展は大田区が、区内外の様々な分野の
企業に参加を呼びかけ、友好都市等と商品の情報交換や製品技術交流の場
とすることを目的に開催されています。
　開催期間中はたくさんの方が訪れ、美郷町の特産品や観光を知ってもら
う絶好の機会となりました。

　また、同会場では“ふるさと大使”の委嘱状交付が行われ、大
田区で「はすぬま温泉」を経営され、美郷町の特産品を取り扱っ
ていただいている近藤和幸さん、㈱高橋酒造代表取締役で大田区
内のイベントで積極的に町特産品をPRしていただいている小山潤
一郎さんの２名に松田町長から委嘱状が手渡されました。

　来場者30万人を超すイベント「ＯＴＡふれあいフェスタ」が
11月６日㈯、７日㈰の両日に東京都大田区で行われます。期間
中は町内産の野菜や加工品、美郷米などの特産物を販売・ＰＲ
します。この機会にぜひ、ご来場ください。

で
の
企
と

う

田
て
内
一

▲近藤和幸さん ▲小山潤一郎さん

　10月16日、17日の両日、友好都市東京都大田区のＪＲ
蒲田駅西口広場で「友好都市ふれあいひろば」が開催され
ました。このイベントは、大田区が友好都市である長野県
東御市と本町を広く区民にＰＲし、交流の発展を図ること
を目的に、３自治体の共催で行われています。
　物販販売コーナーでは本町から25名が参加して、町内
産の野菜や加工品、美郷米などの特産品の物販を展開。ミ
ス清水による美郷町の観光、特産品の紹介や、ふるさと大
使・ブラボー中谷さんによるマジックショーなどで美郷町
を大田区民に知ってもらう貴重な場となりました。
　会場は人通りの絶えない駅前とあって、終日大変なにぎ
わいを見せていました。

友好都市ふれあいひろば

おおた商い観光展2010

日時●11月６日㈯、７日㈰　
場所●平和島競艇場
　■美郷町からの参加
　　地域間交流会、交流市実行委員会、観光協会、
　　商工会、JA、商工観光交流課、農政課　など

11月６日㈯、７日㈰はOTAふれあいフェスタ

ふるさと会員の皆さまへ
美郷町の美味しい特産品はいかがですか。ぜひ会場にお越しください。

とう み

で開催された

9 広報美郷 平成22年11月



水
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
町
住
民
生
活
課

環
境
安
全
班
（
☎
８
４
―
４
９
０
３
）
ま
で

　

「
自
分
も
〝
水
の
町
〞
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
水
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
に
興
味
を
引
か

れ
、
今
回
受
け
て
み
よ
う
と
思
っ
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
自
然
豊
か
な
土
地
は
水
が

あ
る
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
第
３
回
目
の

養
成
講
座
で
秋
田
市
河
辺
の
森
林
を
散
策
し
ま

し
た
が
、
こ
ち
ら
も
水
の
き
れ
い
な
土
地
で
し

た
。
や
は
り
自
然
環
境
と
水
は
切
っ
て
も
切
り

離
せ
な
い
関
係
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
第
４
回
目
で
受
講
し
た
『
地
下

水
を
作
っ
て
み
よ
う
』
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
地
下
水
は
雨
水
と
も
河
川
水
と
も
海
水
と

も
異
な
り
ま
す
。
そ
の
違
い
に
つ
い
て
講
師
の

網
田
先
生
が
実
験
を
交
え
て
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
分
か
り
や
す
く
、
面
白
か
っ
た
で
す
。

美
郷
町
は
地
下
水
で
生
活
す
る
人
が
多
い
土
地

で
す
か
ら
、
こ
こ
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
養
成
講
座
を
受
講
し
て
み
て
感
じ

た
の
は
、
若
い
方
の
参
加
が
少
な
い
な
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら
自
然
環
境
や
水
質

保
全
と
い
っ
た
事
柄
に
関
心
を
持
つ
人
が
少
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
講
座
に

は
、
高
校
生
く
ら
い
の
学
生
さ
ん
に
も
積
極
的

に
参
加
を
呼
び
か
け
て
み
て
も
面
白
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
」

水環境
マイスター

飛澤　喜寛さん（本館）　　　 佐藤　功さん（天神堂）
進藤　晃成さん（本堂西部）　 高橋　隆次さん（旭町）

平成22年度水環境マイスター登録者

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
水
環
境
の
保
全
活
動
に

必
要
な
知
識
を
身
に
付
け
た
人
の
こ
と
で
、
水

環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
い
る
美
郷
町
が
独
自
に

認
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
６
月
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
平
成

22
年
度
「
水
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
の
全
課

程
を
修
了
し
た
４
名
の
方
々
が
新
た
に
水
環
境
マ
イ

ス
タ
ー
登
録
簿
に
加
わ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
今

後
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
水
環
境
の
保
全
活
動
に

必
要
な
知
識
を
身
に
付
け
た
人
の
こ
と
で
、
水

環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
い
る
美
郷
町
が
独
自
に

認
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
６
月
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
平
成

22
年
度
「
水
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
の
全
課

程
を
修
了
し
た
４
名
の
方
々
が
新
た
に
水
環
境
マ
イ

ス
タ
ー
登
録
簿
に
加
わ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
今

後
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

水

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
の
全
課
程
を
修
了
し
た

飛
澤
喜
寛
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

水
水環境マイスター養成講座水環境マイスター養成講座

 秋田大学工学資源学研究科地球資源学専攻の網田和宏
助教授を講師に招き、地下水について学びました。地
下にある水にはミネラルなどの様々な物質が溶け出し、
その土地ならではの水質を形成します。その様子を観
察するために安山岩・石灰岩の小片と粉末を水に入れ
て地下水に近い水を作り、それぞれのpH（※１）や導
電率（※２）などを計測しました。受講者は気になった
ことを講師に尋ね、地下水について理解を深めた様子
でした。
（※１）酸・アルカリの強さを表す数値。
（※２）物質の電気伝導のしやすさを表す数値。この実験では導電率
　　　　が高いほど多くの物質が水に溶け出したことを示す。

　秋田市河辺にある「森林学習交流館プラザクリプト
ン」で、“水と緑のインストラクター”大石礼之輔氏
による講話と施設内の森林散策・動植物の観察で、森
林が地球環境に与えてくれる恩恵について学びました。
受講者からは「ライフラインの原点が森林であること
を改めて知った。森林の大切さを認識した」という声
が聞かれました。

水は森のおくりもの（第３回　９月４日）

地下水を作ってみよう（第４回　10月９日）

■地下水の成り立ちを再現する実験　写真右が講師の網田助教授

■水環境マイスター　飛澤 喜寛さん（本館）
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田藩田藩の重臣重臣「戸村十太夫」を指しているようです。秋田「戸村十太夫」を指しているようです。秋田
藩では初代藩主佐竹義宣の時代から新田開発に積極的だ藩では初代藩主佐竹義宣の時代から新田開発に積極的だ
ったため、藩の政策の一つとして作られた水路跡の可能ったため、藩の政策の一つとして作られた水路跡の可能
性があります。性があります。
　水田耕作には常時一定量の水が必要です。多量の降水　水田耕作には常時一定量の水が必要です。多量の降水
では氾濫し、日照りが続けば枯れてしまう川の水とは異では氾濫し、日照りが続けば枯れてしまう川の水とは異
なり、常に変わらずコンコンと水が湧き出る清水はまさなり、常に変わらずコンコンと水が湧き出る清水はまさ
に“天の恵み”だったのでしょう。に“天の恵み”だったのでしょう。
　清水を巡りながら、先人が味わったであろう労苦　清水を巡りながら、先人が味わったであろう労苦に思に思
いを馳せいを馳せ、必要な量の必要な量の水を手に入れること水を手に入れることができる生活できる生活
のありがたさのありがたさを実感してを実感してみてはいかがでしょうか。みてはいかがでしょうか。

第８回第８回

のほど、美郷町学友館主催の第32回読書感想文コンクールの
審査結果が発表されました。同コンクールには平成20年度か

ら「水に関する本の部」を設け、“水環境保全に取り組む町”美郷町
の意識啓発の一環としています。今年度は町内の小学生から14点
の応募があり、審査の結果、最優秀賞「名水の郷賞」に鎌田千尋さん
（仙南東小学校４年生）の『水の大切さを知って』のほか、優秀賞３
点、佳作１点が選ばれました。

≪清水は、地域みんなのものです。保存・保全に地域みなさんのご協力を≫

第８回
（千畑地区　大坂）（千畑地区　大坂）（千畑地区　大坂）

かや ぜき みずしうば

【萱関の姥清水】
　美郷町は東に奥羽山脈、西に仙北平野が広がる、変化
に富んだ地形の町です。そのため、水が湧き出る場所が
扇状地の扇端部だけではなく山地や山沿いにも見られま
す。今回ご紹介する萱関の姥清水もそのうちの一つです。
　姥清水は、真昼岳の主要登山口である赤倉口から800
メートルほど南に位置しています。この付近は山林と水
田の境になっており、姥清水のほかにも数カ所、水が湧
き出る場所があります。湧水の規模は最大でも周囲６メ
ートルほど。これらの小さな清水を水路で繋ぎ合わせて
水量を増し、古くから近くの水田用水として利用してき
ました。水路を通った水は“萱関ため池”に流れ込み、
貴重な農業用水として今も活用されています。
　また、この姥清水の近くには、地元の人々が「十太夫
堰」と呼ぶ溝（水路跡）があります。「十太夫」とは秋

じゅう だ ゆうと むら

田藩の重臣「戸村十太夫」を指しているようです。秋田
藩では初代藩主佐竹義宣の時代から新田開発に積極的だ
ったため、藩の政策の一つとして作られた水路跡の可能
性があります。
　水田耕作には常時一定量の水が必要です。多量の降水
では氾濫し、日照りが続けば枯れてしまう川の水とは異
なり、常に変わらずコンコンと水が湧き出る清水はまさ
に“天の恵み”だったのでしょう。
　清水を巡りながら、先人が味わったであろう労苦に思
いを馳せ、必要な量の水を手に入れることができる生活
のありがたさを実感してみてはいかがでしょうか。

問い合わせ●町商工観光交流課　観光班　☎0187-84-4909

じゅう だ ゆう

かや ぜき うば し みず じゅう だ ゆうと むら

ぜき

【優秀賞】
　『水の大切さ』　　　　　　 澁谷 音葉さん（仙南東小学校４年生）
　『みんなの心で水をすくう』 佐藤 美波さん（仙南東小学校４年生）
　『最初の一てきを求めて』　 佐藤 　碧さん（仙南西小学校４年生）
【佳　作】
　『水を守るために』　　　　 川本 摩耶さん（仙南東小学校４年生）

「水に関する本の部」以外の審査結果は17ページに掲載しています。

第
32
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
水
に
関
す
る
本
の
部
」審
査
結
果

こ ルの
度か
郷町
4点
さん

観光班 0187 84 4909

「
水
に

名水の郷賞
「水の大切さを知って」

鎌田 千尋さん
（仙南東小学校４年生）

萱関の姥清水ほか
萱関萱関ため池ため池萱関ため池
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1回乗車

300円

　予約制乗合タクシーが運行を始め、３年目の冬を迎えようとしています。
　一般のタクシーに比べ、乗降場所や運行区域が限られるなどの不便な面がある一方、運賃は300円と低価格です。
実際に利用されている町民の方々からは好評をいただいており、利用者数も増加しています。これから寒い季節を
迎えます。ご自宅近くの乗降所からも乗り降りできますので、ぜひご利用ください。

●乗合タクシーは予約を受けてから運行経路が決まるため、複数の方から予約があった場合は到着時刻等が変わる場
　合があります。若干お待ちいただく場合もありますので、ご了承ください。

※「拠点施設以外では乗降できないの？」という質問が多く寄せられています。乗合タクシーの乗降場所は各運行区
　域内の上記拠点施設のほかに、利用登録時にお知らせするご自宅近くの乗降所になります。ご自宅の近くからも乗
　降できますので、ご安心ください。

千畑地区 ☎0187-85-4141
六郷地区 ☎0187-82-1011
仙南地区 ☎0187-82-1231

●予約受付
　午前９時までの便を利用する場合は前日の午後５時まで
　午前11時以降の便を利用する場合は２時間前までご予約ください。

予約
センター

ご 利 用 ま で の 流 れ

運 行 ダ イ ヤ は

乗 降 で き る 場 所
　乗降できる場所は、利用登録時にお知らせするご自宅近くの指定された乗降所と拠点施設です。

※乗り継ぎしないで行ける場所はご自分が住む地区内の拠点施設です。各地区間の移動は乗り継ぎとなりますので
　各地区の予約センターに予約してください。

●詳しくは、町地域公共交通活性化再生協議会事務局（町総務課まちづくり班内）にお問い合せください。☎0187-84-1111

美郷町役場、千屋小学校前バス停、千畑温泉サンアール、ふれあいセンター、みさと福祉セン
ター（旧千畑福祉センター）、名水市場湧太郎、学友館、中央行政センター（旧役場六郷庁舎）千畑地区

運行地域 拠点施設（ご自宅近くの指定された乗降所以外で乗り降りできる場所）

千畑地区発 中央行政
センター発 東部地区発 西部地区発 仙南地区発 中央行政

センター発
7：00

千畑地区 － 中央行政センター 東部地区 － 西部地区 仙南地区 － 中央行政センター
千　畑　地　区

※中央行政センター（旧役場六郷庁舎）
※運行日●月曜日～金曜日（土日祝祭日、12月29日～ 1月3日は運行しません。）

六　郷　地　区 仙　南　地　区

8：30

13：30
16：30

―　
9：00

14：00
16：00

―　
9：00

14：10
16：00

―　
9：00

14：10
16：00

7：00
8：30

13：00
16：30

8：30

13：00
11：00 11：30 11：30 11：3011：00 11：00

16：30

―　

名水市場湧太郎、学友館、中央行政センター（旧役場六郷庁舎）、もとだて児童館、六郷温泉あっ
たか山、千畑温泉サンアール六郷地区

美郷町公民館（旧仙南公民館）、後三年駅、飯詰駅、湯とぴあ雁の里温泉、スーパーセンター仙南、
名水市場湧太郎、学友館、中央行政センター（旧役場六郷庁舎）仙南地区

予約センターに
乗車予約役場に利用登録 乗　　車予約センターに
乗車予約役場に利用登録 乗　　車

②登録証が届いたら①はじめに ③予約日時に乗降所などで

予約制乗合タクシー予約制乗合タクシー
ご利用ください
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優勝トロフィーを持ち、「長者の山」を
披露する中村さん（下写真）と一般の
部で優勝した須田政博さん（上写真）

▲

町 話題の
　９月30日に道の駅「雁の里せんなん」西側のほ場で、金沢小学校（加藤悦子校長）の
５年生児童19名が田園アートの稲刈りを行いました。みさぽーたー７名に“かま”の使
い方を教えてもらいながら、ひと株ずつ丁寧に刈り取りました。この日、児童たちは５
アールほどの面積の稲を刈り取り、自分たちで植えた稲の収穫を喜び合いました。
　町の施策「うりこめ美郷応援プロジェクト事業」の一環で行われた田園アート。今年
も道の駅を訪れたたくさんの方々を楽しませました。

大きく育った稲を
刈り取りました
金沢小の児童が田園アートの稲刈り

　10月11日に真昼山で紅葉観賞登山（真木真昼県立自然公園を美しくする会
主催）が行われ、美郷町と大仙市から28人が参加しました。
　参加した皆さんは、自然観察指導員や同補助員の皆さんから真昼山や植物
の説明を受けながら、思い思いのペースで山頂を目指しました。頂上に近づ
くと、色づいたナナカマドなども見られ、平地よりも一足先に紅葉を楽しみ
ました。当日はあいにくの曇り空でしたが、雲の合間から仙北平野がときお
り見えると、参加者からは歓声が聞こえてきました。

一足お先に紅葉を楽しみました
真木真昼県立自然公園　紅葉観賞登山

　９月21日、24日、30日の３日間、町内の３地区で美郷地区交通安全協
会と町交通指導隊の皆さんによる交通安全テント村活動が、秋の全国交通
安全運動の一環として行われました。テント村活動に参加した皆さんは、
町内を通行するドライバーにチラシを配りながら、安全運転を呼びかけま
した。秋の全国交通安全運動は高齢者の交通事故防止を運動の基本とし
て、９月21日から30日までの期間、全国いっせいに行われました。

秋の全国交通安全運動
高齢者の交通事故防止を呼びかけました

　10月9日、10日の両日、町北体育館（旧千畑体育館）で第20回民謡「長者
の山」全国大会が行われました。20回目という節目を迎えた今年の大会には
県内外から一般・熟年・ジュニアの各部門に合わせて190名が出場し、日ご
ろ鍛えた自慢ののどを披露しました。
　町内からは一般の部に５名、熟年の部に７名が出場し、熟年の部では中村
清冶さん（谷地中：金沢）が優勝しました。町内の出場者が優勝を果たすの
は平成14年の第12回大会以来のことです。表彰式で、今の喜びを誰に伝えた
いかと質問された中村さんは「孫に伝えたい」と笑顔で答えていました。中
村さん、本当におめでとうございました。なお、各部門の上位入賞者は次の
とおりです。（敬省略）

第20回民謡「長者の山」全国大会
熟年の部　優勝は中村清冶さん（谷地中：金沢）

【一般の部】
優　　勝　須田　政博（由利本荘市）
準 優 勝　田中　　恵（秋田市）
第 ３ 位　山本サツ子（岩手県盛岡市）

【ジュニアの部】
最優秀賞　山本　　樹（岩手県盛岡市）
優 秀 賞　目黒　優月（男鹿市）
優 秀 賞　高橋真理香（男鹿市）

【熟年の部】
優　　勝　中村　清冶（谷地中：金沢）
準 優 勝　長澤　恵菁（山形県新庄市）
第 ３ 位　佐藤　修三（八郎潟町）

けい せい

いつき
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　10月10日～20日まで実施された地域安全運動の一環として、10月12日に町
防犯協会と町交通指導隊の皆さんによる防犯パレードが行われました。
　同日朝には役場庁舎前で出発式が行われ、菊地孝大仙警察署長や金勇人美郷
交番所長、松田町長、パレード参加者ら約30名が出席しました。交通指導車や
軽トラックなど約20台の車両で役場庁舎を出発した皆さんは、３地区に分か
れ、空き巣被害の注意や自動車などへの鍵かけの徹底を呼びかけました。

安全で安心して暮らせる町を目指して
美郷町防犯パレードが行われました

　10月15日に美郷町公民館で第７回美郷町社会福祉大会（町社会福祉協議会主催、佐藤成
輝会長）が行われ、約250名が出席しました。
　大会では、佐藤会長から長年社会福祉活動に貢献のあった９名１団体に表彰状が、５名２
団体に感謝状が贈られました。また、「共に手をつなぎ支えあう地域づくりの推進」「心身
共に生き生き暮らす健康・生きがい活動の推進」「住民の手作りによる“福祉で地域づく
り”の推進」に努めることを盛り込んだ大会宣言を参加者全員で採択しました。このほか、
大会では北秋田市社会福祉協議会による災害ボランティアセンターの活動報告や、六郷小学
校と仙南西小学校、金沢小学校の３校合同マジックショーなどが行われました。

第７回美郷町社会福祉大会

　10月17日に美郷町自転車競技場で第７回美郷町チャレンジサイクル大会
（㈶町スポーツ振興事業団、自転車競技愛好会六郷練習所主催）が行われ、
町内外から参加した約30名がタイムトライアル競技に挑戦しました。競技の
前にはプロの競輪選手による講習会も開かれ、自転車の乗り方や調整方法を
熱心に教わる子どもたちの姿が見られました。このほか、参加した皆さんは
ローラー計測器を使ってプロの記録に挑戦したり、エキシビジョンレースを
楽しみました。

平成23年度北東北総体の会場でタイムトライアルに挑戦
第７回美郷町チャレンジサイクル大会

　10月17日に美郷町公民館で美郷町芸術文化協会加盟団体による芸能発表会（同協会主
催）が開かれました。
　発表会には同協会に加盟している35団体・個人が参加し、唄や踊り、コーラスなど日ご
ろの成果を発表しました。このうち、昨年度から同協会に加盟している美郷ジャズオーケス
トラは、ムーンナイトセレナーデとラブミーテンダーを披露しました。会場には500名を超
す観客が来場し、唄や踊りに合わせて手拍子をするなど、楽しいひとときを過ごしました。

美郷町芸術文化協会　芸能発表会
500名を超す皆さんが楽しみました

　10月12日に後三年鴻声の里（佐藤仁志施設長）で秋田調理師会「大秋会」県
南支部（赤川忠勝支部長）の皆さんによる料理慰問が行われました。
　この慰問は毎年行われており、今年で16回目となります。慰問では、施設の利
用者数名が同支部の皆さんから教えていただきながら、握り寿司づくりに挑戦し
た後、全員で寿司や茶碗蒸しなどをいただきました。
　現在、後三年鴻声の里から南に約200ｍ離れた場所では新しい施設の建築工事
が行われています。新しい施設は今年11月に完成する予定です。

秋田調理師会「大秋会」県南支部が料理慰問
後三年鴻声の里　おいしいお寿司に舌鼓

美郷町は平成23年度全国高等学校総合体育大会自転車競技（トラック競技）の開催地です。
開催日●平成23年８月９日（火）～11日（木）　開催場所●美郷町自転車競技場

安全な地域　美郷をめざして
まち
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テレビ番組で美郷米をＰＲする松田町長とふるさと大使
のブラボー中谷さん

そ
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「
そ

風

美郷町中学校新人駅伝競走大会
千畑中学校が２年連続アベック優勝

　10月20日に美郷町中学校新人駅伝競走大会が行われ、町内の３
中学校を含む19校が出場し、千畑地区のコース（男子は７区間17.9
Ｋｍ、女子は５区間11.7Ｋｍ）を走り、たすきをつなぎました。
　昨年より３校が多く出場した今年の大会には、各中学校３年生を
除く、１、２年生が出場。田沢湖駅伝や県中学校総体駅伝で好成績
を残した千畑中学校が、男女ともに優勝を果たしました。なお、本
町の各中学校の成績と区間賞受賞選手は次のとおりです（敬称略）。

町内中学校の成績
【男子】優　勝　千畑中学校　　　　59分01秒
　　　　第４位　六郷中学校　１時間00分49秒
　　　　第８位　仙南中学校　１時間01分45秒
【女子】優　勝　千畑中学校Ａ　　　42分23秒
　　　　第３位　仙南中学校　　　　43分10秒
　　　　第４位　六郷中学校Ａ　　　43分47秒
　　　ｵｰﾌ゚ ﾝ参加　六郷中学校Ｂ　　　47分28秒
　　　ｵｰﾌ゚ ﾝ参加　千畑中学校Ｂ　　　50分02秒

区間賞受賞選手
【男子】第２区　西鳥羽　涼（千畑中２年）
　　　　第３区　深澤　拓未（千畑中２年）
　　　　第５区　細井　楓季（千畑中２年）
　　　　第６区　伊藤　琢真（六郷中１年）
　　　　第７区　大阪　飛翔（千畑中２年）
【女子】第１区　髙橋比奈子（千畑中２年）
　　　　第２区　鈴木　有沙（仙南中１年）
　　　　第３区　熊谷　　梢（仙南中１年）
　　　　第５区　高橋　美礼（千畑中２年）

▲アベック優勝を果
　たした千畑中学校
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第
6
回

町
議
会

臨
時
会

可
決
さ
れ
た
案
件

訂正
　広報美郷10月号９ページの記事の中で、 「公共施設整備基金の
設置に伴う積立金（２億5096万５千円）」とありますが、 正しくは
「公共施設整備基金の設置に伴う積立金（２億５千万円）、 ふるさ
と美郷子ども育成基金積立金（96万５千円）」です。

■
平
成
22
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号

人
権
擁
護
委
員
に

山
田
重
悦
さ
ん（
野
際
）が
新
任

故 

佐
々
木
甚
治
さ
ん（
羽
貫
谷
地
）に

正
六
位
の
叙
位

元
千
畑
町
議
会
議
員

町
長
と
若
い
世
代
の
方
々
と
の
意
見
交
換
会

幼
稚
園
・
保
育
園
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
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を
し
ま
し
た

山田  重悦 さん
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■交通指導隊表彰

■防犯功労者表彰

【中学生の部】 【高校生の部】【小学生の部】

満20年以上勤続優良隊員表彰

（財）全国防犯協会
連合会長表彰
防犯栄誉銅賞章

大仙警察署長・大仙地区防犯協会連合会長表彰

秋田県警察本部長・
（社）秋田県防犯協会連合会長表彰

■防

（財
連
防■交通指導隊表彰

■
おめでとうございます
表彰

【小学生の部】

【中学生の部】

【高校生の部】

【小学生の部】

【中学生の部】

【高校生の部】

第32回読書感想文コンクール審査結果第32回読書感想文コンクール審査結果
最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳　

作
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活　躍

◆第６回美郷町パークゴルフ大会
（10月３日　雁の里パークゴルフ場）

【男子の部】　第１位　三輪　鉎一（茨島）
　　　　　　第２位　髙 　隆治（野際）
　　　　　　第３位　田口　重彌（湯竹）
【女子の部】　第１位　齊藤かすみ（土崎北部）
　　　　　　第２位　三輪フミ子（茨島）
　　　　　　第３位　細井　了子（千屋中部）

◆美郷町野球大会 年齢部門
（８月22日　美郷町野球場）【500歳野球大会】

優　勝　千屋クラブ（５連覇）
準優勝　仙南クラブ

▲５連覇を果たした千屋クラブの皆さん ▲２連覇を果たしたグランデスト千畑の皆さん

▲写真左から、森本あかねさん、あすかさん、しおり
　さん、松田町長

◆美郷町野球大会 年齢部門
（９月12日　美郷町野球場）【360歳野球大会】

優　勝　グランデスト千畑（２連覇）
準優勝　六郷ガッツ

◆第49回全国防具付空手道選手権大会
（９月23日　東京武道館）組手個人戦

【女子小学４年生】 優　勝　森本　あかね（仙南西小４年）
【女子小学６年生】 準優勝　森本　しおり（仙南西小６年）
【女 子 中 学 生】 優　勝　森本　あすか（仙南中２年）

◆第35回大曲仙北少年剣道練成大会
（９月23日　大曲中学校体育館）【小学４年生以下個人の部】

　　　　　　　　 準優勝　武藤　和弥（千屋小４年）
【優 秀 選 手 賞】　　　　 鈴木　拓磨（千屋小５年）

◆第59回県中学校総体駅伝競走大会
（９月26日　県立中央公園スポーツゾーン）【中学女子】

　　優　勝　千畑中学校
　　区間賞　第１区　田村　優美（千畑中３年）
　　　　　　第３区　高橋　美礼（千畑中２年）
　　　　　　第５区　髙橋明日香（千畑中３年）

（敬称略）

　２年連続２度目の優勝を飾った千畑中女子チームの
皆さん。５区間12.4Kmのうち３区間で区間賞を受賞
しました。皆さんは10月29日から青森県で行われる東
北大会と12月18日から山口県で行われる全国大会に出
場します。
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※町では今年８月から、町内で生産された農産物や製品を積極的に取
　り扱っていただいている店舗を「地販地消応援の店」に認定してい
　ます。認定店には目印として「あんどん」が置いてあります。

　認定店舗の場所などをわかりやすく示した「地販地消応援の店
MAP」が出来上がりました。（地図の部分を抜粋して紹介します。）

◆「地販地消応援の店MAP」を紹介します

　「あんどん」の明かりが醸し出す温かさや懐かしさなどもお楽しみください。今回は６店舗の様子をご紹介します。
◆「地販地消応援の店」を紹介します!

美郷で買って、美郷を元気に!美郷で買って、美郷を元気に!地販
地消
ちはんちしょう

美
郷
ま
る
ご
と

地
販
地
消

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

かも

農山物直売所　ほたるの里

手づくり工房　湧子ちゃん

かあちゃん市場

ふれあいグループ直売所

ふれあい交流市

あったか山直売所

地販地消応援の店の申し込み・問い合わせ●町商工観光交流課　☎0187-84-4909
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年度で４回目となる全国学力・学習状況調査は、すべての
小・中学校が対象となる調査から抽出による調査となりま

した。本町では小学校４校、中学校２校が調査対象校となり、
小学生133名、中学生110名が参加して、平成22年４月20日に
調査が行われました。調査内容は、これまでと同様、国語と算
数・数学の２教科(基礎的知識を問うＡ問題と知識を活用する力
をみるＢ問題)の学力調査と、学習習慣や生活の状況などについ
て尋ねる質問紙調査となっています。
　このたび、学力調査と質問紙調査の分析結果を取りまとめま
したので、その概要をお知らせします。

　領域別平均正答率をみると、国語は「言
語事項」が 90％台、その他は 85％台と
高い正答率でした。算数は県の平均正答
率と比べて「数と計算」「図形」「数量関係」
は同程度ですが、「量と測定」が 2.5 ポイ
ント下回っています。

　領域別平均正答率をみると、国語は県
の平均正答率と比べて「話すこと・聞く
こと」「言語活動」は上回っていますが、「書
くこと」「読むこと」については１ポイン
ト下回っています。数学は県の平均正答
率と比べて「図形」が１ポイント下回っ
ています。

１　学力調査の結果概要

２　児童生徒質問紙調査の結果概要

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の

分
析
結
果
を

公
表
し
ま
す

今

町教育委員会
町 校 長 会

■中学校 (資料 -2)

■小学校 (資料 -1)

※全国学力・学習状況調査の分析結果は町のホームページでもご覧いただけます。

普段(月～金曜日)､家庭で、1日当たり小学校１時間、中学校2時間
以上勉強する

家の手伝いをしている　　

5.4 91.8% 7.3
14.3 49.1% 14.8
5.6 91.8% 7.9

37.6 86.4% 42.9
19.9 51.8% 10.0
24.1 68.2% 28.5

10.2 80.0% 9.2
10.1 80.9% 15.7

10.2 13.6% -22.1

92.5%
75.9%
95.5%

87.2%
78.2%
75.9%

97.0%
82.7%

64.8%

76.7% -3.6 63.6% -1.2
家で学校の授業の復習をしている　
家で自分で計画を立てて勉強している
テストで間違えた問題について､間違えたところを後で勉強している

（２）
学習習慣について

学校に持っていくものを､前日か､その日の朝に確かめている 
今住んでいる地域の行事に参加している
近所の人に会ったときは､あいさつをしている  

（１）
生活習慣・家庭生活・
地域社会について

将来の夢や目標を持っている
解答を文章で書く問題に､最後まで解答を書こうと努力した

（３）
意欲や態度について

小学校質　問　内　容 中学校全国平均
との差

全国平均
との差

資料-１小学校領域別平均正答率 (グラフはA問題･B問題の平均正答率の平均値)

資料-２中学校領域別平均正答率 (グラフはA問題･B問題の平均正答率の平均値)
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領域別平均正答率（中学校国語）

領域別平均正答率（小学校国語）

領域別平均正答率（中学校数学）

領域別平均正答率（小学校算数）

美郷町
県
全国

美郷町
県
全国

美郷町
県
全国

美郷町
県
全国

問い合わせ●町教育委員会　学務課　☎0187-84-4914
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税　務　課

総　務　課

社会教育課

行政知っ 情報行政知っ 情報

問い合わせ●町税務課　☎0187-84-4902

11月30日㈫は固定資産税（4期）・
国民健康保険税（5期）の納期限（口座振替日）です

■口座振替がとても便利です。

《口座振替のメリット》

■納め忘れがないかご確認ください。

11月30日㈫

４期
５期

固定資産税
国民健康保険税（普通徴収）

科目等
納期限

（口座振替日）

■口座振替を希望される方は次の取扱い金融機関
　でお申し込みください。

■税の納付がどうしても困難なときは、お早めに
　ご相談ください。

○秋田銀行
○北都銀行

○羽後信用金庫
○ゆうちょ銀行

○秋田おばこ農協
○秋田ふるさと農協

男女共同参画出前講座を開催します
第４回いきいき大学

問い合わせ●町総務課　まちづくり班　☎0187-84-1111

内容●
第１部　演奏とトークの時間
　マンドリン演奏＆トーク
　　　　　　　荻田ヒサ子 氏
　ピアノ演奏　木下　裕美 氏
　演題　「心のハーモニー」
　　　～男と女の違いと平等～
第２部　朗読劇の時間
　美郷町男女共同参画住民懇話会による朗読劇
　「美郷昔っこ　今どきの桃太郎」

日時
会場
料金

問い合わせ●千畑交流センター　☎0187-85-2593

募集内容
業務内容
勤務場所
勤務期間

勤務時間
時　　給
申込方法

申込期限

美郷町武道館の管理人を募集します
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住民生活課

行政知っ 情報行政知っ 情報

問い合わせ●町住民生活課　環境安全班　☎0187-84-4903

助成対象

助成金額
申請方法

家庭用生ごみ処理機の購入費用を助成しています

①バイオ式…微生物(バイオチップ)を生ごみに混ぜ
　　　　　　て分解し、処理する方法
②乾燥式……電気を使いヒーターの熱や風で生ごみ
　　　　　　を乾燥させて処理する方法

生ごみ処理機は大きく分けて２種類あります
（価格は５万円～10万円程度）

①生ごみを１/７～１/10程度に減らすことができま
　す。また、臭いも少なく、残り(乾いた番茶のカ
　スのような状態)は花壇や畑の肥料に使用するこ
　ができます。
②「燃やせるごみの日」に出すごみが軽くなり、運
　ぶのが楽になります。水切りをする作業もなくな
　ります。

生ごみ処理機のメリット

使用済み小型家電製品の回収試験にご協力ください
不要になったアダプターやゲーム機、電卓はありませんか

■回収する小型家電製品
　大きさが25㎝×15㎝以下のもの

■回収方法

枝豆のカラや剪定した枝等を
ごみに出すときは、次のことに注意してください

①小さく切って指定袋に入れ、燃やせるごみの日に出す
②ひもで束ねてシールを貼り、粗大ごみの日に出す
③大仙美郷クリーンセンター（☎0187-62-1749）に直接
　搬入する
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福祉保健課

きん まく

行政知っ 情報行政知っ 情報

今年度から日本脳炎予防接種を受けることが
できるようになっています

平成22年度　メンタルヘルスサポーター養成講座を開催します

問い合わせ●町福祉保健課　健康対策班（町保健センター内）　☎0187-84-4900

日　時

場　所
講　師

水科  江利子
その他

「心と体のセルフメンテナンス」
～10歳若返る健康づくり～

健康づくり活動推進のための研修会を開催します

　あなたの健康づくりに筋膜マッサージを取り入れ
てみませんか？
　筋膜とは筋肉についている薄い膜のことです。こ
の筋肉をほぐせば、血管やリンパの流れがよくなり、
人が本来持っている体の機能を回復したり、活性化
する効果が期待できます。誰でも簡単にできるマッ
サージですので、「肩が痛い」「腰がちょっと…」
というときにおすすめです。
　気になる症状は毎日のケアで解消し、毎日をいき
いきと楽しく過ごしましょう。

　美郷町では今年７月から“平成19年４月２日生まれ以降のお
子さん”に日本脳炎予防接種第１期初回接種（２回）の接種依
頼書を交付しています。３歳の誕生日を過ぎたお子さんは早め
に接種してください。これから３歳の誕生日を迎えるお子さん
には２歳６カ月歯科健診の際に接種依頼書をお渡しします。

　第２期ワクチン接種を希望する方は美郷町保健セ
ンターまでご連絡ください。
対象●第１期（初回２回と追加１回）接種が終了し
　　　ている９歳以上13歳未満の方

第１期接種が終了している９歳以上13歳未満の方へ

　ワクチン接種を希望する方は美郷町保健センター
までご連絡ください。
対象●３歳以上７歳６カ月未満の方
　※特例措置として９歳以上13歳未満の第１期接種
　　が完了していない方も接種することができます。

４歳以上（年度内に４歳に達する方を含む）で
第１期接種を受けていない方へ

1期追加
1期初回

１期初回終了後の１年後に１回接種
６～28日の間隔を空けて２回接種

第１期接種の接種方法と回数

秋田大学大学院 医学系研究科
准教授　金子　善博　氏「自殺の現状とその取り組みについて」12月６日（月）

講　　　師内　　　容日にち

秋田大学大学院 医学系研究科
准教授　佐々木　久長　氏「仲間を作る話し合い・心を支える傾聴」①12月13日（月）

秋田大学大学院 医学系研究科
教授　米山　奈奈子　氏

「伝えてください！あなたの気持ち」
～人とつながるよりよいコミュニケーションをめざして～12月20日（月）

秋田大学大学院 医学系研究科
准教授　佐々木　久長　氏「仲間を作る話し合い・心を支える傾聴」②１月17日（月）

秋田大学大学院 医学系研究科
准教授　佐々木　久長　氏「仲間を作る話し合い・心を支える傾聴」③１月24日（月）

定　　員
申込締切

時間
場所
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農　政　課

建　設　課

■対象者

■利子補給の要件

行政知っ 情報行政知っ 情報

問い合わせ●町建設課　上下水道班　☎0187-84-4910

問い合わせ●JA各支店または町農政課　農業振興班　☎0187-84-4908

農業関係の短期融資への利子補給を行います

問い合わせ●町建設課　建設管理班　☎0187-84-4910

除雪作業や冬期間の通行止めに
ご理解・ご協力ください

雪の季節を迎えます

町 道 名
規制区間

規制期間

垣根や立ち木の枝処理をお願いします 冬期間の通行止めについて

　秋田おばこ農協
　　・千畑支店　　　☎0187-85-4111
　　・六郷支店　　　☎0187-84-1444
　　・仙南支店　　　☎0187-82-1111
　秋田ふるさと農協
　　・金沢総合支店　☎0182-37-2122

問い合わせはＪＡ各支店または町農政課へ

今年度の設置補助金が残り少なくなりました
合併浄化槽を設置予定の方へ

申し込み締め切りは12月10日㈮です。
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学　務　課

幼児教育課

行政知っ 情報行政知っ 情報

問い合わせ●町教育委員会　幼児教育課　☎0187-84-1112

問い合わせ●町教育委員会　学務課　☎0187-84-4914

募集内容

募集人数
必要資格

勤務場所

勤務期間
勤務時間
時　　給
加入保険
申込方法

申込期限

中学校備品等整理調査の臨時職員を募集します

募集内容

募集人数
勤務場所
勤務期間
勤務時間

時　　給
加入保険
申込方法

申込期限

幼稚園・保育園の臨時職員を募集します

大曲税務署　☎0187-62-2191問い合わせ

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

相続税の課税対象となった部分について
は、所得税の課税対象

所得税が納めすぎとなっている方に
つきましては、その納めすぎとなっている所得税が
還付となります。

相続または贈与等に係る生命保険契約や
損害保険契約等に基づく年金の税務上の取り扱いの変更について

国税庁ホームページ　http:// www.nta.go.jp/
大曲税務署　☎0187-62-2191
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役場住民生活課に届出してください。

申し込み
問い合わせ 町教育委員会　社会教育課　生涯学習班　☎0187（84）4915

家庭教育事業家庭教育事業

響きあい　共に育つ　「人づくり」

●戸籍関係証明書
　（戸籍抄本・戸籍謄本など）
●住民票
●印鑑証明書
●所得証明書
●課税証明書
●非課税証明書
●納税証明書
●軽自動車税納税証明書
●土地建物その他の証明
　（資産証明書等）
●外国人登録証明書
●身分証明書
●合併証明書

下記の証明書の発行

●町税の収納
●町営住宅使用料の収納
●保育料の収納
●上下水道使用料の収納

税や使用料の収納

●死亡届・死産届の受理
●埋火葬に関する手続き
●町税や各種使用料の
　納付書の再発行
●国民健康保険証等の再発行
●各課への文書等の取次ぎ

そ　の　他

出張所ではこのような
業務を行っています

住所 美郷町六郷字安楽寺122番地
☎0187-84-4904　☎0187-84-4040
FAX 0187-84-3763

夜7時まで利用できます!夜7時まで利用できます!

生涯学習
マスコット
マナビィ

まなびまなび
～社会教育のまど～

　参加型の講座で、「子育てで笑顔
になるのはどんなとき？」の問いに
は、皆さん笑顔でお話してください
ました。

　「家の子ども自慢」では、皆さん
活き活きと自慢話でにぎわいまし
た。子どもの話を１日５分聞く！こ
れだけで子どもは話上手！

次の届出は出張所では取り扱っておりません

旧町村の印鑑登録証をお持ちの方は
必ず新しい印鑑登録証に更新後おいでください
更新は平日に役場住民生活課で手続きをしてください

土日・祝祭日も
開いています!

・転入届  ・転出届
・転居届  ・世帯主変更届

住所に
関する届出

・出生届  ・婚姻届
・入籍届  ・離婚届
・転籍届  ・養子縁組届 等

戸籍に
関する届出

役場住民生活課に届出してください。
※土日祝祭日または夜間にあたる場合は役場日直また
　は宿直に届出してください。

午前9時～午後7時
毎週月曜日
午前9時～午後7時出張所の業務時間

（国民の祝日にあたる場合は翌日）、
12月29日から翌年1月3日

毎週月曜日出張所の休業日

月
8

月月月月
1

月
15

月
22

月
29

平成22年11月の休業日

旧町村の印鑑登録証では印鑑証明書を発行することができませんのでご注意ください。
[手続きに必要なもの]　･旧印鑑登録証　 ･認印

子育てには「コミュニケーション」が一番大切なのですね。
もし、家庭での子育てや教育について不安な方がいましたら、いつでもご相談ください。あなたの周りには味方がたくさんいますよ!

六郷出張所（美郷町学友館）
住所 美郷町飯詰字北中島37番地1
☎0187-84-4915　☎0187-83-2280
FAX 0187-83-2451

仙南出張所（美郷町公民館）

金沢小にて「佐藤万里子先生」

★子育て講座の様子★

仙南東小にて「若松亜紀先生」
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４ヶ月児健診

母子手帳交付

内　　容 日　　時 対　　象

11月26日（金）

毎週火曜日（祝祭日を除く）　受付／ 9:30 ～ 11:30　※交付希望の方は事前に健康対策班にご連絡ください。

受付／ 12：30～ 12：45 平成22年 7 月生まれ

７ヶ月児健診 11月19日（金） 受付／ 12：30～ 12：45 平成22年 4 月生まれ

10ヶ月児健診 11月26日（金） 受付／ 12：45～ 13：00 平成22年 1 月生まれ

3歳児健診 11月10日（水） 受付／ 12：30～ 13：00 平成19年 3 月～平成19年 4 月生まれ

11月 5 日（金） 受付／ 12：30～ 13：00 平成20年 3 月～平成20年 4 月生まれ2歳6カ月児歯科健診

会場／美郷町保健センター（旧六郷保健センター）
問／町福祉保健課　健康対策班（美郷町保健センター内）　☎0187（84）4900

飲もう上水道・流そう下水道飲もう上水道・流そう下水道

1 2
4 3

50
No.No.No.

町建設課 上下水道班　☎0187（84）4910★水道・下水道加入推進中★

ねんきんダイアル　　　　　☎0570-05-1165　
町住民生活課　戸籍年金班　☎0187-84-4903問い合わせ

問い合わせ

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

　こんにちは。ハリーちゃんです。
　いよいよ寒くなってきましたね。
　今回は、冬期間の簡易水道料金、
下水道・農業集落排水使用料につい
てお知らせします。

　メータや給水管、給水装置は
使用している方が管理する責任
がありますので、このようなこ
とがないよう、普段から十分気
をつけて、無駄な水は流さない
ようにしましょうね。

　このため、冬期間は基本料金とメータ
貸付料のみを納めていただき、超過した
水量は４月に精算することになります。
　でも、冬期間に漏水等があっても気が
つかず、料金もわからないため、４月の
検針で使用量、金額ともに大変多くなっ
てしまうことがあるんです。

源泉徴収の対象となるケース
　65歳未満の方　　年金額108万円以上
　65歳以上の方　　年金額158万円以上

老齢年金で源泉徴収の対象となる方は
「扶養親族等申告書」を提出することで、各種控除を受けることができます

の健診カレンダー月

　12月から３月までは雪が降ってメータ
のある場所が見えなくなってしまうので、
町で委託している検針員が毎月訪問して
メータを確認する作業は、４月から11月
までとなっています。
（六郷地区の下水道使用料は除きます）

★冬期間の料金、使用料について★
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小学生のみんな！一緒にあそぼう！

10月児童館の様子

担当●福祉保健課　福祉班　☎0187（84）4907（内線1504）・もとだて児童館　☎0187（84）1004

11月
の開館

×自由にあそぼう!10：00～15：005日（金）・13日（土）

○お好み焼を作ってみよう!10：00～15：0027日（土） エプロン・バンダナ・ ボール

申し込み 必要なもの内容時間日にち

子育て支援の子育て支援の催し子育て支援の催し
事　業　名 対　象　・　内　容 期　日 場　所 時　間

みんな集まれ！
11月

なかよし園 TEL.85-3115
わくわく園 TEL.84-0023
すこやか園 TEL.83-2100

問い合わせ

10：00～11：30なかよし園３園合同「子育て講座」

おばあちゃん広場 おいもパーティーをしよう!!

子育て広場「ひだまり」 11月のお誕生会
9：30～11：30すこやか園

母親サークル
わんぱく（ママさん）広場 小麦粉ねんど　お絵かきであそぼう!

子育て相談室開放 子育て相談・自由遊び 毎週月～金曜日（平日のみ）

おり紙であそぼう

11月生まれのお誕生会

ブロックであそぼう

絵本をみよう

音を楽しもう

10：00～12：00わくわく園
あそびにおいで つくってあそぼう

体操しよう

踊ってあそぼう

ぬりえをしよう

ボールであそぼう

ペタペタはろう

子育て相談 子育て相談 毎週月～金曜日（平日のみ）

２～３歳児「クリスマスの帽子を作ろう」

ひまわり広場 ０～１歳児「クリスマスの帽子を作ろう」
9：30～11：30なかよし園

０～３歳児「誕生会」 11月  5日（金）

11月19日（金）

11月26日（金）

11月  1日（月）

11月  5日（金）

11月  8日（月）

11月10日（水）

11月15日（月）

11月17日（水）

11月19日（金）

11月22日（月）

11月24日（水）

11月26日（金）

11月29日（月）

11月10日（水）

11月17日（水）

11月24日（水）

11月12日（金）

なかよし園開放 子育て支援・自由遊び 毎週月～金曜日（平日のみ）

小学生

みんなで、消火器の体験をしたよ。
初めてのお友達も消防士さんに教えてもらい
上手に消火できたよ！！　　　　

太田へ行ってきたよ。モリボの里では、動物とふれあ
ったり、えさをあげたりしてきたよ。奥羽山荘の公園
では、天気も良く思いっきり遊んで来ました♪

『お楽しみ遠足』『避難訓練・消火器体験』

太田へ行ってきたよ。モリボの里

う！
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問い合わせ●学友館　☎0187（84）4040学友館から新刊図書のご案内

・まぼろしの大陸へ
・地球の水ＳＯＳ図鑑
・都道府県クイズ
・本をもっと楽しむ本　第１巻～第４巻

絵本

児童書

・みんながつかうたてものだから
・どんぐりむらのぼうしやさん
・うさこちゃんとにーなちゃん

今月のお奨め本

・ドキュメント宇宙飛行士選抜試験
・すごい弁当力!

一般図書

・イザベラ・バード紀行
・刑務所の中の中学校
・生きてるだけで100点満点
・禁煙ごはん
・いろいろな形のおしゃれなショール
・マンチュリアン・リポート
・空の冒険
・神様のカルテ2
・優しいおとな
・月と蟹
・東北道の駅パーフェクトガイド
・秋田県式「当たり前」教師の育て方
・正しいスキンケア事典

文文
芸
美
郷

文
芸
美
郷
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金
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　作品には読み仮名をおふりいただき、応募される方のお名前、住所、電話番号を明記
のうえ、11月12日㈮までご応募ください。応募は1点とし、応募者多数の場合は掲載で
きないことがあります。内容が広報掲載上好ましくない作品については掲載しません。
応募先●役場総務課、六郷出張所、仙南出張所
　　　　町のメール  info@town.misato.akita.jp

作品（短歌、俳句、川柳、イラスト）を募集します作品（短歌、俳句、川柳、イラスト）を募集します

（飯詰）
「 マリーゴールド 」

10月7日すこやか園
で芋ほりをしました 

（六郷）

信
一
信
一一
信信信信信信信信信榮

子子
榮榮榮
子
榮榮
子子子子子子子
榮榮勇

光
勇
光光光光光
勇勇勇勇勇勇
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勇夢

人人人人人人
夢夢夢夢夢夢夢夢夢
人人人人人人人人人人人茂茂茂茂茂茂茂茂

順
子
順順順順
子子子子
順順
子子
順順

作品
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あいまいかくうせいきゅう

もう

■広域圏内（大仙市、仙北市、美郷町）で利用できる
　地域密着型サービス
①認知症対応型通所介護

②小規模多機能型居宅介護

③認知症対応型共同生活介護

④地域密着型特定施設入居者生活介護

　大仙市・仙北市・美郷町の地域密着型サービス
については、大曲仙北広域市町村圏組合が指定、
指導、監督等をしています。

大曲仙北広域市町村圏組合
介護保険事務所　事業監査班
☎0187-86-3913  FAX0187-86-3914

問い合わせ

介護保険事務所からのお知らせ介護保険事務所からのお知らせ

～美郷交番からのお知らせ～～美郷交番からのお知らせ～
家族を“振り込め詐欺”から守ろう! 新しい手口のポイントをご紹介します

騙しのテクニックは日々変化。少しでも疑問に思ったら、スグに相談を!!

大仙警察署
美 郷 交 番

☎0187(63)3355
☎0187(84)2004

美郷北駐在所
美郷南駐在所

☎0187(85)3110
☎0187(82)1100

■広域圏内にある地域密着型サービス事業所数と定員

　各事業所の所在地、 連絡先等は、 大曲仙北広域市町村圏組合
介護保険事務所のホームページ （OS介護ネット URL http://
www.oskaigonet.or.jp/） に掲載しています。
　また、役場福祉保健課でもご覧いただけます。

　他人名義の預金口座や携帯電話が悪用されていることから、不正な利用を
防止するための法律が強化されました。そのため、詐欺師は若者たちを利用
して、これらを集めています。また、仲間に引き入れますが、自分たちには
危険が及ばないように工作しています。

問い合わせ

 地域密着型サービスとは、高齢者が要支援・要介護状態となっても、可能な限り住み慣れた自宅または地域で
生活を継続できるようにするために、提供されるサービスです。利用者は原則として、住所地内の市・町内に
ある事業所しか利用できません。

地域密着型サービスについて

004事業所数
0037

美郷町仙北市大仙市

定　　員
205事業所数
430125登録定員
6621事業所数
7272276定　　員
214事業所数
181251定　　員

認知症対応型
通所介護①

小規模多機能型
居宅介護②

認知症対応型
共同生活介護③

地域密着型特定
施設入居者生活介護④

●詐欺グループに利用されて捕まるのは
　自分だけ。
●口座の売り買いや勧誘は50万円以下の
　罰金に。

対
応
策

不正売買　ラクして儲けられる!!という誘い文句　
もう

　警察官（捜査２課の刑事）や銀行協会の職員を名乗り、「あなたの口座が
振り込め詐欺に使われ、暗証番号の変更をしないといけないので番号を教え
て欲しい。キャッシュカードを取りに行く」などと言い、自宅まで来てキャ
ッシュカードを騙し取り、カードで現金を引き出す手口です。

●誰であろうとキャッシュカードを預けて
　はダメ。
●警察官が暗証番号を聞くことはない。
●電話帳や番号案内（104）で調べる。

対
応
策

オレオレ詐欺　警察官を名乗る

　携帯電話やパソコンに「総合情報サイトの無料期間が過ぎても退会の手続
きがされていない」などのメールが届きます。連絡をすると丁寧な口調で説
明され、延滞料、調査料、退会料などを上乗せして高額を請求されます。

●心当たりのない請求には応じない。
●問い合わせは絶対にダメ。
●発行元が裁判所の場合は裁判所に確認を。

対
応
策

架空請求詐欺　総合情報サイトという曖昧な名称
かくうせいきゅう あいまい

　現金の振り込みを要求せず、「バイク便業者を向かわせる」「友達を向か
わせる」などと言って、自宅まで直接現金を取りに来る手口です。とにかく
事が早く運び、考えさせる余地を与えません。

●電話でお金を要求されたら詐欺を疑う。
●「携帯番号が変わった」には要注意。
●必ず家族や知人、警察に相談を。

対
応
策

オレオレ詐欺　自宅まで直接取りに来る　

さ ぎ

だま
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●まずは身近な自分の子育てを振り返ってみてほ
　しい
●もし、子育てに悩んでいる人がいたら、ひとり
　で抱え込まずに相談してほしい
●もし、虐待で苦しんでいる子どもたちがいたら、
　我慢しないで打ち明けてほしい
●自分の周囲で虐待が疑われる事実を知ったとき
　は、ためらいなく通報してほしい
●虐待を受けた子どもたちの自立に向けた支援の
　輪に加わってほしい（寄付でも、ボランティア
　でも）
●もし可能なら、虐待を受けた子どもたちの親代
　わり（里親）になってみてほしい

相談窓口

・南福祉事務所 家庭相談室　　　☎0182-32-3294
・南児童相談所　　　　　　　　 ☎0182-32-0500
・美郷町役場 福祉保健課　　　　☎0187-84-4907

夜間・休日の相談窓口

・中央児童相談所　　　　　　　 ☎018-862-7311
・美郷町役場　　　　　　　　　 ☎0187-84-1111

相談窓口

・秋田県女性相談所　　 平日8：30～ 21：00
　　　　　　　　　土日祝日9：00～ 18：00
　　　　　　　　　　　　　　　☎018-835-9052
　　　　　　　　　　　　　　　☎0120-783-251
・秋田県警察レディース110番　24時間受付
　　　　（平日の8：30～ 17：00は女性警察官が対応）
　　　　　　　　　　　　　　　☎0120-028-110
・南福祉事務所　　　　　　　　　☎0182-32-3294
・美郷町役場 福祉保健課　 　　　☎0187-84-4907

11月15日㈪～21日㈰は　　　　　　　
全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間です。

DV相談ナビダイアル

　全国統一の電話番号を通じて、最寄の相談窓口を音声
案内するサービスです。

「DVかも…」と思ったら、すぐに相談を

子どものSOSが聞こえますか？

　職場での差別、ストーカー、セクシャル・ハラスメ
ントなどでお悩みの方は「女性の人権ホットライン」
までお電話ください。法務局職員または人権擁護委員
が相談に応じます。

・女性の人権ホットライン　☎0570-０７０-８１０
　　11月15日㈪～ 19日㈮  8：30～ 19：00
　　11月20日㈯、  21日㈰10：00～ 17：00
　　　　　　通常は平日8：30～ 17：15受付です。

「DVかも…」と思ったら、すぐに相談を

24時間対応窓口

・児童相談所全国共通ダイアル　 ☎0570-064-000

☎0570-0-55210
ここに電話

ゼロナナゼロのハートライン

見すごすな　幼い子どもの　ＳＯＳ
平成22年度標語

り返っ
　しい

？？

●まずは身近な自分の子育てを振り

オレンジリボンに
願いを込めて…

11月は「児童虐待防止推進月間」
「DV防止推進月間」です
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募　集

　
【急募】看護職員を次のとおり募集します。
募集内容●看護師または准看護師　正職員１名
受験資格●午前７時から午後７時の間で変則的な勤務が
　　　　　可能な方（夜勤なし）
勤務場所●特別養護老人ホーム　ロートピア仙南
試験方法●面接試験
申込方法●申し込みはハローワーク（☎0187-63-0335）を
　　　　　通じて行ってください。
問●ロートピア仙南 担当：月輪☎0187-87-8010

　六郷仙南福祉会では、平成23年４月以降に採用予定の
介護職員の採用試験を、次のとおり行います。
募集内容●介護職員　若干名
受験資格●夜勤のできる方で、次の資格のいずれかを有
　　　　　する方、または平成22年度中に取得見込みの
　　　　　方。【必要資格】介護福祉士資格、社会福祉
　　　　　主事任用資格、介護支援専門員資格
勤務場所●特別養護老人ホームロートピア緑泉または
　　　　　特別養護老人ホームロートピア仙南
応募方法●履歴書（写真付き）１通を11月19日㈮までに
　　　　　ロートピア緑泉に提出してください。
採用試験●教養試験、作文、面接（詳細は後日連絡）
申 ・ 問●〒019-1404　美郷町六郷字作山187
　　　　　六郷仙南福祉会 事務局（ロートピア緑泉内）
　　　　　担当：佐藤、加藤　☎0187-84-3636

日　　時●12月５日㈰　開場 午前８時30分
会　　場●美郷総合体育館リリオス
参加資格●町民または町内に通勤通学している高校生以
　　　　　上の男女（１チーム６割以上が町民であれば
　　　　　可）。 １チームは５名以上で、 高校生がプレー
　　　　　する場合は、 コート内に１名までとする。
試合方法●・試合時間　７分４クォーター（計28分）
　　　　　・組み合せ抽選は当日に行う。
　　　　　・男女とも50歳以上の選手は得点を倍とする。
申込方法●トレーニングセンターみさとに備え付けの用
　　　　　紙でトレーニングセンターみさとまたは下記
　　　　　事務局へお申し込みください。
申込期限●11月26日㈮
申 ・ 問●町バスケット協会事務局　熊谷
　　　　　☎090-4318-8644

　仙北地域振興局では、自主的、主体的に地域づくり活動に取
り組み、他の模範となっている団体・個人を募集しています。応
募いただいた中から選考のうえ受賞者を決定し、表彰します。
募集対象●大仙市、仙北市、美郷町にある団体・個人で
　　　　　次の要件を満たす者。
　　　　①地域において、地域のための活動に継続的に
　　　　　取り組んでいること。
　　　　②活動が今後も地域で広がることが見込まれ、
　　　　　他の模範となっていること。
応募方法●推薦調書を下記まで提出してください。
　　　　　※他薦も可
募集期限●11月30日㈫
申 ・ 問●仙北地域振興局　地域企画課
　　　　　☎0187-63-5114

「元気なふるさと秋田づくり県民運動」顕彰の　　
対象者を募集しています　

オウム真理教犯罪被害者等給付金の
申請を受け付けています

時間額は645円
秋田県最低賃金が変わりました

内容●土地・建物・サラ金等金銭のもめごと・家庭内の
　　　問題全般
日時●11月９日㈫　午前10時～午後３時
会場●秋田地方裁判所大曲支部　３階
問●大曲調停協会　☎0187-63-2033

　11月３日から秋田県最低賃金が時間額645円に変わり
ました。秋田県最低賃金は臨時、パート、アルバイト等、す
べての労働者に適用され、労使合意のうえであったとし
ても、最低賃金額以上の賃金を支払わないことは最低賃
金法違反となります。
問●秋田労働局賃金室　☎018-883-4266

　この給付金は、オウム真理教による犯罪行為（地下鉄
サリン事件、松本サリン事件、その他法律で定められた
事件）により、亡くなられた方の遺族、負傷を負った方
または障害が残った方（既に亡くなられている場合はそ
の遺族）に支給されます。
申請期限●12月17日㈮
　　　　　※やむを得ない理由で期限まで申請できなか
　　　　　　った場合は、その理由がやんだ日から６ヶ
　　　　　　月以内に申請することができます。
問●大仙警察署警務課被害者支援係　☎0187-63-3355
　　県警察本部警務課被害者支援室　☎018-863-1111

収録日時●11月23日㈫　午後１時～
収録会場●秋田県児童会館けやきシアター
申込方法●はがき裏面に、住所・氏名・年齢・職業・電
　　　　　話番号・観覧希望人数を明記のうえ、下記ま
　　　　　でご応募ください。
　　　　　ＡＡＢホームページまたは携帯サイトからも
　　　　　応募できます。
申込期限●11月10日㈬　必着
申●〒010-0941　秋田市川尻町大川反233-209
　　秋田朝日放送「ふるさとＣＭ大賞観覧希望」係
問●販促事業部　☎018-888-1505

訓練科名●基礎からはじめるビジネスパソコン科
訓練期間●12月16日㈭～平成23年３月18日㈮
訓練場所●大曲地域職業訓練センター
受 講 料●無料
　　　　　（ただし教材代として１万円程度が必要）
訓練手当●単身者　月額10万円　
　　　　　扶養家族を有する者　月額12万円
　※詳細は大曲職業訓練センター（☎0187-62-1726）
　　までお問い合わせください。
申込期限●11月12日㈮
申●ハローワーク大曲　 ☎0187-63-0335　

雇用保険を受給できない求職者の方へ
職業訓練の受講生を募集しています

６回美郷町民バスケットボール大会の
参加者を募集します

あきたふるさと手作りＣＭ大賞2010
番組収録観覧者を募集しています

無料調停相談会を開催します 社会福祉法人六郷仙南福祉会の看護職員を募集します

社会福祉法人六郷仙南福祉会の正職員を募集します
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グループホームサンピア　〒019-1404　美郷町六郷字熊野118-1　☎0187-84-3589

12月1日㈬オープン12月1日㈬オープン 小規模多機能型居宅介護事業所

適合型高齢者専用賃貸住宅
新  設

新  設

-1404　美郷町六郷字熊野118-1　☎

小規模多機能型居宅介護事業所所小規模多機能型居宅介護事業所所
新  設

適合型高齢者高齢者専用賃専 貸住宅貸住
新 設

ぬくもりの家

喜 楽 館

（担当：大久保、伊藤）
☎0187-84-3589
お気軽にお問い合わせ下さい

所所

（担当 大久保 伊藤）
0187-84-3589☎0☎0☎☎
お気軽にお問い合わせ下さい

ご利用者様
募集中!

　親子で楽しめる「人形劇観賞」「読み聞かせ」などを
行います。みなさんのおいでをお待ちしています。
日時●11月７日㈰　午前10時30分～午後３時
会場●大仙市神岡農村改善センター（嶽の湯隣り）
問●大仙保健所　☎0187-63-3403

日　時●11月13日㈯、14日㈰
会　場●名水市場「湧太郎」國の誉ホール
内　容●
13日㈯　午後１時30分開始
　記念講演：「羽州街道と六郷宿」
　　　　　　秋田大学教育文化学部教授  渡辺秀夫 氏
　フォーラム：「羽州街道をテーマの地域づくりから学ぶ」
　交 流 会：参加費4,000円
　　　※フォーラム・記念講演のみの参加は無料です。
14日㈰　午前10時開始
　まち歩き：「歴史・文学史跡を中心に」
　　　※２日目のみの参加も可能です。
問●美郷町観光情報センター　☎0187-84-0110

　消費者の視点に立った食品安全行政を推進するため、
消費者・生産者・事業者等の意見交換会を開催していま
す。
日　　時●11月18日㈭　午後１時30分～３時30分
会　　場●大仙市立大曲中央公民館　１階　大研修室
内　　容●テーマ「地産地消」
　　　　　講師　有限会社 華の豆会　山内　みどり　氏
定　　員●30名　※参加費は無料です。
申込方法●下記まで電話でお申し込みください。
申込期限●11月10日㈬
申 ・ 問●秋田農政事務所　☎0187-63-3220

　男女間のトラブルなど法的な解決を必要とする方を対
象に無料で相談に応じます。
日　時●11月９日㈫　午後１時～３時（１人30分）
場　所●平鹿地域振興局（横手保健所）
定　員●４名（託児所あり）
　　　　※相談、託児所ともに予約が必要です。
申・問●県中央男女共同参画センター
　　　　☎018-836-7846　FAX 018-836-7854

　11月11日㈭から17日㈬は税を考える週間です。東北税
理士会大曲支部の会員が無料で相談に応じますので、お
気軽にご相談ください。
日時●11月14日㈰　午前９時30分から午後３時頃
会場●サンクエスト大曲
問●東北税理士会大曲支部　☎0187-62-2801

　賃金未払い、サービス残業等に関する労働問題につい
て、司法書士が無料で電話相談に応じます。
日　時●11月23日㈫　午前10時～午後４時
相談先●秋田県司法書士会　☎018-824-0187
　　　　☎018-824-0055（当日のみ）

　来春の高卒予定者と県内事業所を対象とした面接会を
開催します。参加を希望される県内事業所は所定の用紙
（県ホームページからダウンロード可）により、11月12
日㈮まで下記へお申し込みください。
日　時●11月25日㈭　午後１時～４時（受付 正午～）
会　場●秋田ビューホテル　
入場料●無料
申・問●県雇用労働政策課　☎018-860-2336
　　　　　　　　　　　 FAX 018-860-3833

　アルコールや薬物、ギャンブルなど嗜癖による依存か
らの回復をテーマにセミナーを開催します。
日　時●11月27日㈯　午後１時～
会　場●秋田大学保健学科　１階　大講義室
講　師●精神科専門医　猪野　亜朗　氏
　　　　※参加費は無料です。申し込みは必要ありません。
問●特定非営利活動法人 秋田マック ☎018-874-7021

お知らせ

情報ひろば Misato town
INFORMATION

子ども・子育て支援推進仙北地区協議会主催
「みんなの子育て応援し隊!!」を開催します

第３回秋田マックセミナーを開催します

羽州街道「ど真ん中」標柱建設記念イベント
「美郷まちおこしフォーラム」を開催します

税金の無料相談会を開催します

新規高校卒業予定者
全県合同就職面接会を開催します

東北農政局秋田農政事務所主催　　　　　　　　　
食に関する意見交換会を開催します

労働トラブル110番を開催します

男女間のトラブルでお困りの方へ　　　　　　　　　　
無料法律相談を行います

し へき
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みさぽーとプレス
美郷町住民活動センター「みさぽーと」からのお知らせ

問い合わせ／美郷町住民活動センター「みさぽーと」　☎0187（84）4922

「みさぽーとまつり」を開催します!!

「第２回みさぽーと講座」
～ミニ門松作り～のお知らせ

「みさぽーとまつり」を開催します!!
“みさぽーたー”の方も、そうでない方もお気軽にご参加ください!!

　「クリスマスリース作り」や「太巻き寿司」、「ふわふわ大
福」は、“みさぽーたー”に先生になっていただき、ご来場い
ただいた方に当日チャレンジしていただくコーナーです！
※材料等の都合により人数を制限させていただく場合がありま
　す。見学だけでもＯＫです。試食もあります!!

「第２回みさぽーと講座」
～ミニ門松作り～のお知らせ

　興味のある方は、
お気軽に“みさぽー
と”までお問い合わ
せください。

日時●12月16日（木）午前10時～
場所●美郷町中央行政センター（旧役場六郷庁舎）
　　　　　　　　　　　　　　※詳細は次号掲載します。

日時●11月16日（火）　午後１時30分～
場所●美郷町中央行政センター（旧役場六郷庁舎）
内容●講演　「誰でも気軽に始められる社会活動」
　　　　秋田市 「SiNG」代表　武内 伸文 氏
　　  “みさぽーたー”による
　　　　・ウェルカムコンサート、プチコンサート
　　　　・読み語り
　　　　・クリスマスリース作り
　　　　・太巻き寿司
　　　　・ふわふわ大福　　　 などなど、盛りだくさん!!

※写真は昨年の「みさぽーとまつり」の様子
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（－16）
（－8）
（－8）
（＋4）

●9月届出順

赤ちゃん お父さん・お母さん 行政区

すこやかに

亡くなった方 年齢 行政区 亡くなった方 年齢 行政区

やすらかに

新郎・新婦 行政区等 新郎・新婦 行政区等

おしあわせに

人　口
男
女
世帯数

22,268人
10,553人
11,715人
6,758世帯

うご き人の

９月末現在・（　）内は前月比

戸籍の窓

献血にご協力ください
全血献血／ 11月５日(金)
　10：00 ～ 11：30 ■サテライト六郷
　13：00～ 14：00 ■後三年鴻声の里
　14：30～ 16：00 ■日東光器㈱中央研究所
成分献血／ 11月11日（木）
　10：00～ 16：00 ■美郷町役場

　平成22年10月生まれの赤ちゃんが写っている写真（1枚）の裏面に赤
ちゃんのお名前と生年月日、 ご両親のお名前、 住所、電話番号を記入
し、 メッセージ（30字以内）を添えて11月12日㈮までご応募ください。

●応募先　役場総務課、六郷出張所、仙南出張所

「美郷の赤ちゃん」を募集します

美郷の赤ちゃ美郷の赤ちゃん
伊藤 玲奈 ちゃん
（上畑屋／堅次さん、望さん）
「お兄ちゃんとお姉ちゃんが
 玲奈と遊べる日を楽しみに
 待ってるよ!」

照井 香歩 ちゃん
（駅前／美貴夫さん、恵さん）
「香歩が生まれてみんな幸せ
 だよ。 お父さんのように大
 きくなってね！」

在 宅 外 科 当 番 医

休 日 救 急 医 療

連 携 事 業

歯 科 休 日 当 番 医 診察時間●午前９時～午後１時

（日曜日・祝日および年末年始）

仙北組合総合病院
内科・小児科
午前9時～午後3時
0187－63－2111

診療場所
診療科目
診療時間
電話番号

診察時間●午前10時～午後４時

診察日 当　番　医 電話番号
(0187)

診察日

11/ ㈬ 63-21113 仙北組合総合病院　外科
㈰ 63-21117 仙北組合総合病院　整形
㈰ 63-213114 大曲中通病院
㈰ 63-211121 仙北組合総合病院　外科
㈫ 63-213123 大曲中通病院
㈰ 63-211128 仙北組合総合病院　整形

11/ ㈰ 63-33207 藤田歯科医院（大仙市大曲通町）
㈰ 85-391114 高山歯科医院（美郷町土崎）
㈰ 84-111821 小西歯科医院（美郷町六郷）
㈰ 62-505828 高橋歯科医院（大仙市大曲栄町）

当　番　医 電話番号
(0187)

れ な

か ほ

広報美郷10月号16ページで仙南雁の里ライオンズクラブ会長のお名
前が照井巌さんとありますが、正しくは「佐々木長十郎」さんです。
また、20ページで佐藤洋子さんの行政区名が土深井とありますが、正
しくは「上深井」です。訂正してお詫び申し上げます。

●お詫び
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12月1日●
発行予定です。

水

植物油インキを
使用しています。

11月町のカレンダー
11/1●～12/5●月 日

　朝晩の冷え込みとともに、周囲では紅葉が
見ごろを迎えました。青空に赤や黄色のコン
トラストが映える風景は、力強く、そして優
しく、冬の訪れを感じさせてくれます。さて、
今月11月１日は美郷町が誕生した日「町の
日」です。自分が生まれ育った町が誕生日を
迎えたことに、喜びと誇らしさを感じます。
６歳になった美郷町。これからも、ずっと
「美郷がいちばん、すきです美郷」。○

　水環境マイスター養成講座の４回目で地下
水について学びました。10ページにあるとお
り、その土地土地の個性が表れる地下水。全
国にある名水百選の水質を較べても同じもの
は存在しないそうです。美郷町に湧く水は美
郷町ならではのもの。そう言われるとこれま
で以上に貴重なものに感じられました。遠い
先祖の時代からこの土地を潤してくれた美郷
町の水。改めて次世代に引き継ぐための努力
をしなければならないなと思いました。○山 西

●ひまわり会（保健センター9：30～11：30）
●湯とぴあ雁の里定休日
●六郷出張所・仙南出張所休業日

●男女共同参画出前講座（公民館10：00～）→
●行政相談（中央ふれあい館10：00～12：00）

●おはなしの会「しゃぼんだま」
　（千畑交流センター10：00～11：00）
●図書館ボランティア「紙ひこうき」
　（南ふれあい館14：00～15：00）

●操体法実技（保健センター10：00～11：30）
●湯とぴあ雁の里定休日
●六郷出張所・仙南出張所休業日

20

●ひまわり会（保健センター9：30～11：30）
●湯とぴあ雁の里定休日
●六郷出張所・仙南出張所休業日

●「心と体のセルフメンテナンス」～10歳若返る健康づくり～
　（公民館10：00～12：00）→
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P21
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勤労感謝の日

21
●粗大ごみの日
●くるみの会機能訓練（町外研修9：00～15：00）

文化の日

●湯とぴあ雁の里定休日
●六郷出張所・仙南出張所休業日

●秋の火災予防運動出動式
　（大畑橋付近8：00～）→
●坂本東嶽邸秋のお茶会（坂本東嶽邸13：00～15：00）
●せんはた松並コール20周年コンサート
　（公民館13：30～）
●てとての会定例会（町外研修9：30～17：30）

●全血献血（後三年鴻声の里13：00～14：00ほか）

●わくわくおはなし「夢ふうせん」（学友館10：30～11：00）
●OTAふれあいフェスタ（～7日）
　（東京都大田区平和島競艇場）→

●湯とぴあ雁の里定休日
●六郷出張所・仙南出張所休業日

P23

●てとての会定例会（保健センター13：30～15：30）

●美郷町民バスケットボール大会
　（リリオス8：30～）→
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●コーヒーサロンてとて（南ふれあい館10：00～14：00）
●くるみの会機能訓練（保健センター10：00～15：00）17水
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●みさぽーとまつり
　（中央行政センター13：30～）→ P3416火
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固定資産税第４期、
国民健康保険税第５期
　　　　の納期限です。

11/30は

11月は「児童虐待防止推進月間」
「DV防止推進月間」→

●成分献血（美郷町役場10：00～16：00）
●巡回児童相談（仙北地域振興局事前申込み要）
　※申込みは町福祉保健課福祉班へ（☎84-4907）
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